1 NEXT ず 



Panasonic" 

操作マニュアル 

パーソナルコンピューター 

品き CF-19 シリーズ 


( 上手に使って上手に節電 


このたびはパナソニックパーソナルコンピューターをお買い上げ 
いたださ、まことにありびとラございました。 

付属の取扱説明書と本マニュアルをよくお読みのラえ、正しくお 
使いください。 






夺一の組み合わせによる操作 


ホ BACK 2 NEXT ホ 


お知 5 せ 


• 繰り返し連続して巧さないでください。 

• フラットパッド、外部マウス、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ)、デジタイザー（デジタイザー内蔵モ 
デルのみ）、タブレットボタンなどを操作しなび 5 巧さないで<ださい。 

• Windows に□グオンずるまで、操作を行わないでください。八ードディスク状態表示ランプ旨び消なするまでお 
待ちください。セットアップユーティリティの画面では、 Fn+n. Fn+Fl. Eg+El のキー操作のみ働さます。 

• アプリケーシヨンソフトによっては働かない場合びありまず。 

• Windows に□グオンずると、ポップアップウィンドウび表ちされます。ただし、アプリケーシヨンソフトの状態に 
よっては表示されない場合びあります（[コマンドプ□ンプト]び全画面表おになっているとさなど）。 


キー 

西+日 
Fn+F2 
而+商 


機能 


内部 LCD の輝度調壁 _ 

(FS+ 円=下げる/ Fn+F2= 上げる) 


画面の表示巧の切り替え （ A 47 ページ） 

(外部ディスプレイ接続時） 

内部 LCD 今同時表ち今か部ディスプレイ 
>1!_I 


ポップアップウインドウ 



お願い 


• 画面表示び切り替わるまで他のキーを巧さないでください。 

• 次の場合はこの機能を使わないで<ださい。 

-外部ディスプレイび接続されていないとを 
• DVD - Video や MPEG ファイルなどの動画を再生しているとき 
-拡張デスクトップモードの使用時 
-ピン ボールな どの ゲームを 表示しているとを 


お知 5 せ 


• Windows び起動するまで（セットアップユーティリティなど）は、同 
時表ちにすることびでをません。 EH + E ? を巧すと、か部ディスプレイ 
または内部 LCD に切り替わります。 






















キーの組み合わせによる操作 


寺 " BACK 3 NEXT 卡 


キ-機能 
Fn + i 4 音声出力のオン/オフ 


お知5せ 


• 音声出力をオフにすると、ビープ音ち鳴 0 ません。 


ポップアップウインドウ 



オフ オン 


にユート J 


Fn + F 5 

Fn + F 6 

( Fn + F 5= 下げる/ Fn + F 6= 上げる） 


M 


西 + 互 

スタンバイ状態に入る （今17ぺーシ） 

— 

Fn + F 9 

バッテリー残量確認 

(今26ぺージ） 

Fn + F 10 

休止状態に入る （417ぺーシ） 

— 


























キーの組み合わせによる操作 
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Hot key 設定 


次の2つの設定をすることびでをます。 

• Fn キー□ック 

@を巧した後、他のキーを巧すまで、 f 百び押された状態（□ック状態）になります。キーの組み合わせび巧しにく 
い場合に便利でず。 

•ポップアップウィンドウの表お/巧表示 

1 Hotkey 設定プ□グラムを起動ずる。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [Hotkey 設定]をクリックずる。 

2 各項目を設定する。 

[Fn キーを□ックずる] 

• @を 1 回だけ巧ず場合 
の@を 1 回巧す。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（□ック状態解除） 

• を連続して使う場合 

① 西を2回巧ず。（□ック状態） 

② 組み合わせる他のキーを巧ず。（再度@を巧すまで□ック状態のままです。） 

[通知方法] 

[Fn キーび押されたとさに音を鳴 5 ず]‘ 1 

[Fn キーの状態を画面に表示ずる]: Eg の状態を画面ち下のタスクトレイに表おしまず。 

• 岛 FS □ック状態 
•固:@ I □ック解除 

[ポップアップを 表示しない] 

ポップアップウィンドウび表示されなくなりまず。 

3 [0 K ] をクリックする。 


お知らせ 


• Hotkey 設定は、ユーザーごとに設定でさます。 


音声出力をオフにしていると、ビープ音は鳴りません。 







タブレツトボタン ホ BACK 5 NEXT ホ 


ボタン 

機能 

(▼々-▲) 

LCD の輝度調壁 
▼:上げる/ ▲:下げる 


入カパネル 

<Windows XP Professional のみ > 

ソフトウ ェ アキーボードの起動/終了 （今10ぺージ） 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

Tablet PC 入カパネルの起動/終了 
• ようこそ画面では使えません。 

@ 

Enter 

Enter と同じ働ををします。 

© 

回區 

画面び回転しまず。 （今13ぺージ） 

• 画面の回輯び完全に終わるまで、再度回転ボタンを巧さないでください。 

@ 

セキュリティ 

<Windows XP Professional のみ > 

パソコンを□ックします。 

• Windows の□グオン画面またはようこそ画面では、 Ctrl + Alt + De ■と同じ働きをします。 

• スクリーンセーバー動作中は使えません。 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

Ctrl + Alt + Del と同じ働きをしまず。 


お知5せ 


• タブレットボタンは、 Windows の画面び表示されているときに働きます。 

• Windows び起動した直後や、 Windows の□グオン画面（またはようこそ画面）び表示された直後は、タブレットボ 
タンび働かない場合びありまず。 

<Windows XP Professional のみ > 

• スクリーンセーパ‘一解除時にパスワード入力画面び表をされる設定になっている場合、スクリーンセーパ‘一動作中 
は、入カパネルボタン、 Enter ボタン、回転ボタンは働さません。 



























タブレツトボタン 


BACK 6 


NEXT 



タフレツトボタンの設定 


• タブレツトボタンはユーザーごとに設定できます。 

• Windows の□グオン画面またはようこそ画面では、タブレットボタンは初期設定で動作しまず。 


■ 設定を変更ずる 

入カパネルボタン (§)、 Enter ボタン@、および回転ボタンを)に、次のよラな機能を割り当てることびでさまず。 

ブ 設定画面を開<。 

<Windows XP Professional のみ> 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] -[タブレットボタンの設定]をクリックする。 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ> 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他の八ードウ ェア]-[タブ レットとペンの設定]- [タブレット 
のボタン]をクリックする。 

2 変更したいボタンを選んで[変更]をクリックする。 

3 選択したボタンに設定したい動作を[動作]リストか5選ぶ。 

• [キー/キーの組み合わせを巧ず]を選んだ場合、 f 百を割り当てることはでさません。 

• 「アプ IJ ケーシヨンの起動」を選んだ場合は、[参照]をク IJ ックして起動したいアプ IJ ケーシヨンを選んでください。 

4 [0K] をクリックする。 

5 [0K] をクリックする。 

<Windows XP Professional のみ > 

■ タブレットボタンを無効にずる 

セキュリティボタン@、入カパネルボタン@、 Enter ボタン@、および回転ボタン (§) は、下記の手順で無効にでさま 
す。 

1 [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] -[タブレットボタンの設定]をクリックする。 

2 [セキュリティ、入カパネル、 Enter、 回転ボタンを有効にずる]のチェックマークをがす。 

3 [0K] をクリックする。 







タッチノはル ホ BACK 7 NEXT ホ 

<タッチ/(ネル内蔵モデルのみ> 

タッチパネル機能を使って、フラットパッドやマウスと同様の操作びできます。付属のスタイラスペンで画面の表面に触 
れて < ださい。 

• ちクリックずるには 

① 画面ち下のタスクトレイのなをクリックする。 

な饥なに変わります。 

③ ちクリックずる対象をクリックする。 

なびがに戻ります。 


お知らせ 


• 手などで画面に触れないようにしてください。正しく入力できない場合びありまず。 

• ユーザーごとに次の設定をしてください。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Fujitsu Touch Panel ( USB )] -[タッチパネルの設定]をクリックずる。 

③ 必要な設定をして、 [0 K ] をクリックする。 

• [力ーソルを表示しない。 ] にはチェックマークを付けないでください。画面び乱れる場合びあります。 

• [タッチパネルの設定]の [[ Ctrl ] キーを巧しなび5タッチ]の[つかう]にチェックマークを付けた場合、画面に触れると 
すべてちクリックになる場合びあります。通常の操作に戻すには、キーボードのち石中を巧して<ださい。 

• タッチパネル機能は、セットアップユーティリティ、[コマンドプ□ンプト]の全画面表示、および Recover Pro 
(今86ページ） の画面では使えません。 


ツチパネルの補正（キヤ 


1 [補正ツール]を起動する。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Fujitsu Touch Panel (USB)] -牌正ツール]をクリックする。 

2 画面上の12か所に順まに" +" が表示されるので、スタイラスペンを使って点滅するまで1つ 
ずつ触れた後、 百 を押す。 

3 Enter を押す。 


お知5せ 


• タッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行する前に、画面を回輯している場合には [0 固に戻してください。 
(今13へー ソ） 

• ユーザーごとにタッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 
















デジタイザー 
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<デジタイザー内蔵モデルのみ> 

デジタイザー機能を使って、フラットパッドやマウスと同様の操作びできます。付属のペンで画面の表面に触れてくださ 
し、。 

詳しくは [ スタート]- [ すべてのプ□グラム ]- [Tablet PC 入門]をクリックしてください。 

• ちクリックずるには 


① ペンのボタン （ A ) を巧したまま、もクリックしたい巧象に触れる。 



お知5せ 


• デジタイザー機能は、セットアップユーティリティおよび[コマンドプ□ンプ h の全画面表をでは使えません。 


デジタイザーの補正（キヤリブレーシミ 


1 [タブレットとペンの設定]を起動する。 

をダブルクリックする。または、[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他の八ードウ エア]- 
[タブレットとペンの設定]をクリックする。 

2 [設定]をクリックする。 

3 [調整]內の[横]または[縦]を選び、[調整]をクリックする。 








デジタイザー 
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4 画面上の4か所に順葡こ" +" び表示されるので、ペンを使って1つずつ触れた後、 [0 K ] をク 

リックする。 

• [横]と[縦]の両方に、デジタイザーの補正（キャリブレーシヨン）を行ってください。 

• "+" び言語バーの下に隠れる場合は、言語バーを最ル化してか5、再度デジタイザーの補正（キャリブレーシヨ 
ン）を行ってください。 


お知5せ 


• ユーザーごとにデジタイザーの補正（キャリブレーシヨン）を行ってください。 






ソフトウェア夺ーボード ホ BACK 10 NEXT す 

《Windows XP Professional のみ > 

ソフトウェアキーボードの画面上を付属のスタイラスペンで軽く触れると、内部キーボードと同じ操作ができます。 


ソフトウ 王アキーボー ドを使う 


2 


入カパネルボタン負) （ A ) を押す。 

• または、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panason 句 - [Software Keyboard ] をクリックする。 

スタイラスペンでソフトウ エ アキーボードに触れる。 

• シヨー トカットキーを使うには 
例： 固日 + C 

@百を巧した後（青色に変わる）、 C を巧しまず。 

• ソフトウェアキーボードを閉じるには、再度入カパネルボタンを巧してくださ 



し、。 



A . システムメニユーび表示されまず。 （今11ぺージ） 

B . 画面の四隅に移動しまず 

C . 1回タップ：シヨートカットキーと同じ働ををしまず。 

2回タップ：をと同じ働きをします。 

D . カナ/□ーマ字入力を切り替えまず。 

E . マウスのちクリックと同じ働きをします。（冒キーと同じ) 


お知5せ 



T 由 I q| w| e|r|t|y|u|i|o| p| 每 J 丄 |_5_ 

Lo*k I a I S I d I f I g I h I j I k I I I ： I : I Entar | Pwsa | 
沈 " jzjx|clv|bjn|mi , l_」/)¥’_* I f.,J p 。 出 | 
ctrll WrJ Alt|V^| i さを j S ナ I Irw 如 ’ み'-*ぉ止 J 


j 


0 I 


• ショートカットキーを使ラ場合は、内部キーボードかソフトウェアキーボードのどち5かを使用してください。 

• 固日+亟+を固はソフトウェアキーボードでは入力できません。 （ Windows の□グオン時を除く） 

• Windows □グオン画面やようこそ画面では、円 i キーは働さません。 

• Windows の終了処理び行われている間は、ソフトウェアキーボードび働かないことびありまず。 

• [コマンドプ□ンプト]画面び全画面表ちになっている場合は、ソフトウェアキーボードで入力でさません。 

• ひ5びな入力、カタカナ入力などは、お使いのかな漢字変換システムのパネル操作で行ってください。 

• 夕 一5 ナルサーバーのクライアントとして使用すると、サーバーとクライアントの「カナ」モードの動作び異なる 
場合びありまず。この場合はソフトウェアキーボードのサイズを中または大にしてください。 


























ソフトウエアキーボード 
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□ ( A ) をクリックずる。 

使いたい機能にチェックマークを付ける。 


|F2 I F3 [F4 f 巧 I F6 I F7 I 


；*¥| 1 J 2 1 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 


」 qj W 」 e し r I t I y | U 」 


• [自動移動] 

選択されているウインドウを隠さないよラに、ソフトウェアキーボードび自動的に移動しまず。（移動巧能な 
場巧びない場合は移動しません。）また、文字入力び可能な状態になると、ソフトウェアキーボードび最前面 
に移動しまず。 

•[ 自動復元] 

ソフトウェアキーボードび画面ち下のタスクトレイに最ル化されている場合、文字入力び可能な状態になる 
と、ソフトウェアキーボードび自動的に復元され、最前面に表示されます。（アプリケーションによっては、 
自動的に復元しない場合ちあります。） 

• [常に最前面表示] 

ソフトウェアキーボードを常に最前面に表ちするかどラかを設定しまず。 

• [半透明] 

ソフトウェアキーボードを半透明表ちにします。 

• [大]/[中]/[小] 

ソフトウ王アキーボードのサイズを選びまず。 

• [テンキ ー( 大） ]/ [テンキ ー( 中） ]/ [テンキ ー( ル）] 

テンキーボードのサイズを選びます。 


お知5せ 


• テンキーボードで表示される通貨記号 （ B ) を変更することびでさまず。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[日付、時刻、地域と言語のオプション]-[地域と言 
語のオプション]-[地域オプション]-[カスタマイズ]-[通貨]-[通貨記号] 

-通貨記号の変更後、上記 [ J ( A ) をクリックしてテンキーボードのサイズを変更する 
と、選択された通貨記号び表ちされまず。 


B 
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《Windows XP Professional のみ > 

フラットパッドやタッチパネルに、サインなどの簡単な文字や図形を描いて、ビットマップ形式 (. bmp ) のファイルとし 
て保をすることびでさます。 


お願い 


•「 Panasonic 手書き」を起動しているときは、ユーザーの簡易切り替え機能を使わないでください。 

• 市販のポインティングデバイス（マウスなど）のドライバーをインス!ルして、フラットパッドのドライバーを 
上書きすると、 「 Panasonic 手書き」は動作しません。 


お知らせ 


• ディスプレイの色数を変更すると、 「 Panasonic 手書き」の画面び乱れることびあります。その場合は、画面ち下の 
タスクトレイのか!をもクリックして [ Panasonic 手書きの終了]をクリックした後、再度 「 Panasonic 手書き」を起動 
して < ださい。 

• 他のアプリケーシヨンソフトを同時に実行していると、 「 Panasonic 手書き」で正しく描画できないことびあります。 
その場合は、他のアプリケーシヨンソフトを閉じてください。 


「 Panasonic 手書き」を起動する 


1 画面ち下のタスクトレイの爪をダブルクリックする。 

または、[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ Panasonic 手書さ]をクリックする。 


お知5せ 


• 画像サイズの変更は、描画ずる前に[オプション]-[画面サイズの設定]で行ってください。描画した後でサイズを変 
要すると、画質び悪<な0まず。 

• [編集]-[コピ ー] をクリックずると、ビットマップ画像をコピーして、他のビットマップ形式対応のアプリケーショ 
ンソフトに貼り付けることびでさます。 

• 拡張デスクトップモードを使用しているとをは、フラットパッドモードび正しく働をません。 

• 画面を90°または270°に回転させているときは、フラットパッドモードび正しく働きません。 

• 次の場合はフラットパッドモードび終了しまず。 

-他のアプリケーションソフトに切り替えたとさ 
-スタンバイ状態または休止状態か5リジュームしたとき 
-み11を巧したとを 
• タッチパネルに触れたとさ 














画面回転 ツール 
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画面を回転させる 


1 回転ボタン© ( A ) を巧す。 

ボタンを巧すたびに、反時計回りに90°回転します。 



お知5せ 


♦ 下の方法でち、画面を回転させることがでさます。 

<Windows XP Professional のみ> 

画面ち下のタスクトレイの 國を ダブルクリックする。 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ> 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他の八ードウエア]-[タブレットとペンの設定]-[画面]をクリッ 
クする。 

• 画面を回転させているとさ： 

•拡張デスクトップを使わないでください。フラットパッド、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ）、デジ 
タイザー(デジタイザー内蔵モデルのみ）び正しく動作しないことびありまず。 

-画面の解像度を内部 LCD の解像度より高く設定しないでください。 

-パソコンの性能び少し落ちます。 

-フラットパッドのスク□-ル、ズーム、データズーム機能は働きません。 

<タッチ! ネル内蔵モデルのみ> 

-タッチパネルの補正（キャリブレーション）を行わないでください。 

• [コマンドプ□ンプト]を全画面表示にしている場合は、画面を回おさせることはでをません。 

<Windows XP Professional のみ > 

• 動画の再生中に画面を回転させると、画面び正しく表示されなかったり、音声び途切れたりすることびありまず。 
画面を [0 固に戻すと正しく再生されます。 

• 画面の解像度を800 X 600ドットに設定している場合に画面を回転させると、[画面のプ□パティ ] の陋面の解像固に 
正しい解像度び表ちされない場合びありまず。[画面の解像度]を変更せず、そのまま使用して<ださい。 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

• 動画の再生中に画面を回転させると、画面び正しく表をされなかったり、音声び途切れたりすることびありまず。 
画面を[横（プライマリ）]に戻すと正しく再生されまず。 










画面回転 ツール 
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• 画面の解像度を 800 X 600 ドットに設定している場合には、[横（プライマリ）]と[横（セカンダリ）]にのみ画面を回転さ 
せることびでさまず。 


設定を変更する 


2 


画面ち下のタスクトレイの 國 をちクリックして、[画面回転の設定]をクリックする。 

["Display Rotation Tool 」 画面が表示されます。 


設定を変更ずる。 

<Windows XP Professional のみ> 

A: チェックマークの付いているち度で順に回転します。使用しない角度 
(0 度を除く）びある場合は、チェックマークを外してください。 

B: 次の場合に、画面は自動的に標準角度になります。 

. ラップトップモードか5タブレットモードに、またはその逆に切り曾 
无たとを 

• Windows を起動したとき 

-ユーザーの簡易切り曾え機能で別のユーザーに□グオンしたとさ 



<Windows XP Tablet PC Edition のみ> 

A: 次の場合に、画面は自動的に標準角度になります。 

. ラップトップモードか5タブレットモードに、またはその逆に切り替 
えたとさ 

• Windows を起動したとき 

-ユーザーの簡易切り曾え機能で別のユーザーに□グオンしたとさ 




























画面回転 ツール 

3 [0 K ] クリックする。 
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お知5せ 


<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

• 次の手順で、画面の向さび変更される順序を設定することびでさまず。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[プリンタとその他の八ードウエア]-[タブレットとペンの設定]-[画面]-[変更]を 
クリックする。 






スタンバイ • 休止状/朝幾能 ホ BACK 16 NEXT ホ 


r スタンバイ」や r 休止状態」機能を使ラと、アプリケーションソフトを閉じることなくパソコンの操作を終わることびで 
きます。操作を再開ずると、スタンバイまたは休止状態に入る前に実行していたアプリケーションソフトやファイルにず 
ばやく戻ることびできまず。 


機能 

状態のな巧巧 

復帰ずるまでの時間 

電力供給 

スタンバイ 

メモリー 

短い 

必要（スタンバイ中に電力の供給びな<なると、保 
持されていたデータは失われます。） 

休止状態 

八ードディスク 

やや長い 

不要（ただし、休止状態を維持するために若干の電 
力び消費されます。） 


スタンバイ-休止状態の設定 


1 [スター h - [コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[詳 
細設定]をクリックする。 

2 [ポータブルコンピュータを閉じたとさ]/[コンピュータの電源ボタンを巧したとを]で「スタ 
ンバイ」または r 休止状態」を選び、 [0 K ] をクリックずる。 


お知らせ 


• Windows のメニューを使ってスタンバイまたは休止状態に入る場合は、この設定は不要でず。 


使用上のお願い 


• 長時間スタンバイにしておく場合は、 AC アダプターを接続してください。 AC アダプターを接続でさない場合は、スタ 
ンバイではなく休止状態にしてください。 

• スタンバイまたは休止状態を繰り返ずと、パソコンび正常に動作しなくなる場合びありまず。パソコンの動作を安定さ 
せるため、定期的に （1 週間に1回程度）スタンバイまたは休止状態機能を使わずに Windows を再起動してください。 
• 大切なデータは保巧して<ださい。 

• リムーバブルディスクやネットワークドライブか5開いたファイルは閉じてください。 

• リジューム （今18ぺージ） の際は、セットアップユーティリティで設定したパスワードは要求されません。スタンバイ 
または休止状態のときのセキュリティには、 Windows のパスワードをお使いください。 

① [スター[コント□-ルパネル]-[ユーザーアカウン h をクリックして、アカウントを選ぶ。 

③ [パスワードを作成する]をク U ックし、パスワードを設定する。 

③ [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[詳細設定]をクリック 
し、[スタンバイか5回復ずるときにパスワードの入力を求める]にチェックマークを付ける。 















スタンバイ-休止犬態機能 
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• 下記の場合は、スタンバイ•休止状態に入5ないでください。実行中のファイルやデータび壊れたり、スタンバイ•休 
止状態び働かな<なったり、パソコンおよび周辺機器び正常に動作しな<なることびあります。 

•八ードディスク状態表示ランプ冨または SD メモリーカード状態表示ランプ画の点な中 
-オーディオファイルの録音•再生中や、 MPEG ファイルなどの動画の再生中 
-ディスクへの書さ込み中 

-通信ソフトやネットワーク機能を使用しているとさ 
• PC 力ードの使用中 

(力ードび正常に動かなくなったとさは、パソコンを再起動してください。） 

• 外部マウスをシリアルコネクターに接続しているとさ 
• リジューム直後はスタンバイまたは休止状態に入りません。約1分間お待ちください。 


スタンバイ-休止1|犬態に入る/リジュームする 


スタンバイ-休止状態に入る 

1 ディスプレイを閉じるか、ビープ音’ 1 び鳴るまで電源スイッチ （ A ) 

をスライドずる。 

• 電源状態表をランプ （ B ) で状態を確認してください。 

スタンバイ状態：電源状態表ちランプび緑色に点滅ずる。 

休止状態：電源状態表おランプび消える。 

• Windows のメニューを使ってスタンバイ•休止状態に入ることもでをまず。 
スタンバイ状態に入るには、 [ スタート]- [ 終了オプション]- [ スタンバイ]を 
クリックしてください。休止状態に入るには、[スタート]-[終了オプション] 
をクリックし、 sfiifi を巧したまま [ 休止状態]をクリックしてください。 



• キーの組み合わせによる操作により、スタンバイ状態 （ fn + F 7) •休止状態 （ Fn + F 10) に入ることもできま 


す。 


お願い 


スタンバイ-休止状態処理中 
• 次の操作をしないでください。 

-キーボード、フラットパッド、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ)、デジタイザー（デジタイザー内蔵 
モデルのみ）、タブレットボタン、電源スイッチに触れる 
-か部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取り外し 
-ディスプレイの開閉 

電源状態表ちランプび緑に点滅（スタンバイ）または消な（休止状態）ずるまでお待ちください。 

• スタンバイ•休止状態に入るまで1〜2分かかる場合びあります。 













スタンバイ-休止犬態機能 
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• ビープ音’ 1 び鳴った5、すぐに電源スイッチを離してください。電源ボタンを4秒間じ Lb スライドすると、パソコン 
び強制終了し、[コンピユータの電源ボタンを巧したとき]を[シャットダウン]に設定していたとしても、保存されて 
いないデータは失われます。 （今16ぺーシ 「スタンバイ•休止状態の設定」） 

スタンバイ-休止状態のとき 

• 周辺機器の接続•取りかしを行わないでください。誤動作の原因になります。 

• スタンバイ状態では電力び消費されていまず。特に、 PC カード挿入時は電力消費量び増えることびありまず。電力 
の供給びなくなると、保持されていたデータび失われまず。スタンバイ機能を使ラとをは、 AC アダプターを接続し 
て < ださい。 

• 無線スイッチの入/切をしないで<ださい。 


音声出力をオフにしているとさはビープ音が鳴りません。 


■ スタンバイまたは休止状態か5リジュームずる 

1 ディスプレイを開けるか、電源スイッチ （ A ) をスライドずる。 

• 「ポータブルコンピュータを閉じたとを」で「スタンバイ」または r 休止状態」 
を選んだ場合 （今16ぺージ） は、ディスプレイを開くとリジュームします。 

-ただし、タブレットモードのとさはディスプレイを開けることはでさませ 
ん /。 



お願い 


• リジュームび完了ずるまで、下記の操作をしないでください。画面表ちのリジューム後、約30秒（通常）または60 
秒（ネットワーク接続しているとき）お待ちください。 

-キーボード（パスワードの入力じ(か)、フラットパッド、タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ)、デジタイ 
ザー（デジタイザー内蔵モデルのみ)、タブレットボタン、電源スイッチに触れる 
-外部マウスや周辺機器を使ラ 
- AC アダプターの接続や取りかし 
-ディスプレイの開閉 
• Windows の終了または再起動 
-スタンバイまたは休止状態に入る 
-無線スイッチの入/切 







消費電力を節約ずる ホ BACK 19 NEXT ホ 

バッテリーで使用する場合は、より長時間使えるよラになります。また、 AC アダプターを接続しているとさでち省電力の 
効果びありまず。 


無駄な電力を使わない 


電源の設定を変更したり、画面の明るさを調整したりして、消費電力を節約することびでをまず。 

• [電源設定]を変更ずる 

[ スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ オー マンスとメンテナンス 
]-[ 電源オプシ ヨン] をク U ックして、 [ 電源設定 ] を[パ'ッテリの最 
大利用]に設定しまず。 

工場出荷時は、 [ 電源設定]を [ ポータブル/ラップトップ]に設定し 
ていまずび、[バッテリの最大利用]に変更することで、さ5に消費電 
力び節約でをます。 

さ5に、[モニタの電源を切る]の時間を短くずるなど、詳細に設定し 
ます。 

• 省電力設定ユーティリティを使ラ A 20 ぺージ 

省電力設定ユーティリティでは、 [ 電源設定]とは別の省電力機能を設 
定することびでさまず。 

• 01 + fl で内部 LCD の明るさを暗くする 

内部 LCD の明るさを下げることで、消費電力を抑えまず。 

• 使わないとさはパソコンの電源を切る 

無線 LAN の電源や Bluetooth の電源を個別に切ることびでさます。 

• 使わない周辺機器 （ USB 機器、 PC 力ード、外部マウスなど）は取り外ず 
• スタンバイ状態/休止状態を活用ずる 

パソコンか5しば5くの間離れるとさは、@ +互でスタンバイ状態、または Fij + no で休止状態にしてください。 
パソコンの動作び停止し、消費電力を抑えることびでさまず。 

また、有線 LAN Wake Up 機能/無線 LAN Wake Up 機能を使わない場合は、無効に設定してください。スタンバイ/休 
止状態の消費電力を抑えることびでさます。 

現在の設定は、 [ スタート]- [ ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ 省電力設定ユーティリティ]をクリックし、 [ スタ 
ンバイ中の有線 LAN の省電力機能]/ [ スタンバイ中の無線 LAN の省電力機能]をご覧ください。 


巧巧オブシ3ンのブ□パティ r ? 1 り< I 










































消費電力を節約する 
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省電力設定ユーティリティを使う 


次の省電力機能を一度にまとめて設定ずることびでさまず。バッテリー駆動時間を長<したい場合は有効に設定して<だ 
さい。 

• Intel ビデオドライバ省電力機能（インテル （ R ) ディスプレイ省電テク ノ □ジ） 

画像のコントラストや色などを調整ずることにより、画質をある程度保った状態で内部 LCD の消費電力を抑えます。画 
像や色の微妙な表現力び必要な場合や画像編集用アプ U ケーシヨンソフトで画像編集を行ラ場合は、無効に設定ずるこ 
とをおすすめしまず。 

• スタンバイ中の有線 LAN の省電力機能 

[ 有効]の場合、有線 LAN Wake Up 機能を無効にしてスタンバイ-休止状態での消費電力を抑えまず。 

有線 LAN Wake Up 機能をお使いになる場合は、 [ 無効]に設定ずる必要びあります。 

• スタンバイ中の無線 LAN の省電力機能 

[ 有効]の場合、無線 LAN Wake Up 機能を無効にしてスタンバイ-休止状態での消費電力を抑えます。 

無線 LAN Wake Up 機能をお使いになる場合は、 [ 無効]に設定する必要びあります。 

■ 設定方法 

省電力設定ユーティ U ティの有効/無効は、次の手順で切り替えてください。 

1 [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [Panasonic] -[省電力設定ユーティリティ ] をクリックす 
る。 

2 設定したい各機能の[有効]をクリックする。 

確認画面び表おされた5、内容を確認して [ OK ] をクリック 
して < ださい。 

• [ Intel ビデオドライバ省電力機能]を有効にするには、[有 
効]をクリックし、スライドパ‘一を[バッテリー寿命最 
長]側に設定してください。 














消費電力を節約する 
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3 [ OK ] をクリックする。 

[初期値に戻ず]- [ OK ] をクリックすると、工場出荷時の設定に戻りまず。 


お知らせ 


• [ Intel ビデオドライバ省電力機制は、次の方法でも設定できまず。 

① [スター h - [コント□-ルパネル]をクリックして、左側の[関連頂目]の[コント□-ルパネルのその他のオプ 
シヨン]- [ Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] をクリックする。 

② [ノートブック]をクリックし、[適用]をクリックして [0 K ] をクリックずる。 

③ [ディスプレイ設定]をクリックする。 

④ [電源設定]をクリックする。 

⑤ [インテル ( R ) ディスプレイ省電テクノ□ジ]をクリックして、チェックマークを付ける。 

⑥ スライドパ'-を[バッテリー寿命最昂側に設定し、 [0 K ] をクリックずる。 

⑦ [0 K ] をクリックする。 

これで設定は完了です（再起動ずるな、要はありません)。 

• 有線 LAN Wake Up 機能を無効にずることで、[スタンバイ中の有線 LAN の省電力機能]を有効にずることもできます。 
(今54ページ） （再起動する必要はありません。） 

• 無線 LAN Wake Up 機能を無効にずることで、[スタンバイ中の無線 LAN の省電力機能]を有効にずることもできます。 
(今64ページ） （再起動するぶ、要はありません。） 





セキ■ユリアイ機能 ホ BACK 22 NEXT ホ 

大切なデータを守るために、セキュリティ機能を使ラことをおすずめします。 

• 次のセキュリティ機能についてちご覧ください。 

• SD セキュリティ （み38ぺージ） 

<セキュリティチップ （ TPM ) 内蔵モデルのみ> 

• 内蔵セキュリティ （ TPM ) (>78 ぺージ） ：詳しくはを『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご 
覧< ださい。 


スーパーバイザーパスワード/ユーザーパスワードを設定する 


ユーザーパスワードを設定ずる前に、スーパーバイザーパスワードを設定してください。 

1 セットアップユーティリティを起動する。 （今73ぺーシ） 

2 「セキュリティ」を選ぶ。 

3 「スーパーバイザーパスワード設定」または「ユーザーパスワード設定」を選び、 面 を巧 
ず。 

4 r 新しいパスワードを入力してください」にパスワードを入力し、 百 を押す。 

• パスワードびずでに設定されている場合は、 r 現在のパスワードを入力してください」にパスワードを入力し 
て Enter を巧してください。 

• パスワードを無効にする場合は、入力欄を空欄にして巧11^を巧してくださぃ。 


5 r 新しいパスワードを確認してくださしりに再度パスワードを入力し、百1な^を押ず。 


6 確認画面で Enter _ を巧す〇 


7 円面を巧し、「はい」を選んで百田卸を巧す。 


お願い 


• パスワードを忘れないよラにしてください。スーパーバイザーパスワードを忘れると、パソコンの動作環境の設定 
(パスワード設定、起動ドライブの選択など）びでさなくなりまず。その場合はご相談窓□にご相談ください。 

• セットアップユーティリティを起動しているとをは、他の人にパスワードを設定•変更されないよラにパソコンか 
5離れないで < ださい。 
























セキュリティ機能 
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お知らせ 


• パスワードは画面に表おされません。 

• 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字でず。 

-大文字、ル文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でさません。 

-パスワードの入力に Shift と Ctr ■は使用できません。 

• スーパーバイザーパスワードを無効にすると、ユーザーパスワードち無効になりまず。 


パソコンを無断で使用されたくないとき 


起動時のパスワードを設定ずることにより、他の人の無断使用か5パソコンを守ることびでさまず。 

1 パスワードを設定し （>22 ぺー ソ）、 セットアップユーティリティの「セキュリティ」メ 
ニューで r 起動時のパスワード」を「有効」に設定する。 （今78ベー ジ） 


お知5せ 


• スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードび設定されていると、 r 起動時のパスワード」び r 無効」で 
あっても、セットアップユーティリティ起動時にパスワード入力画面び表ちされまず。 


A - ドディスク内のデータを読み書きされたくないとき 


八ードディスクを別のパソコンに取り付けたとさに、八ードディスクのデータを読み書さされないよラにすることびでさ 
ます。八ードディスクを元のパソコンに戻ずと、データの読み書さびでさます。（八ードディスク保護は、データの完全な 
保護を保証するちのではありません。） 


1 セットアップユーティ U ティの「セキュリティ」メニューで、「ハードディスク保護」を「有 
効」に設定ずる。 （今78ぺーシ） 


















セキュリティ機能 
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お願い 


• 元のパソコンでデータの読み書さをするには、セットアップユーティリティの設定び、八ードディスクを取りかず 
前と同じでなくてはなりません。 

• スーパーバイザーパスワードを設定しないと、八ードディスク保護機能は使えません。あ5かじめスーパーバイ 
ザーパスワードを設定しておいてください （今22ぺー ジ)。 

• 八ードディスクの修理を依頼ずる際は： 

-「八ードディスク保護」び「無効」になっていることを確認してください。 


お知5せ 


• 八ードディスク保護機能は、内蔵八ードディスクにのみ働さます。か付けの八ードディスクには働さません。 

• 「起動時のパスワード」は、八ードディスク保護機能を有効にずるためには必要ありませんび、セキュリティをより 
確実にするために「有効」にしておくことをおすすめしまず。 








バッテリーパック 
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バッテリー犬態表示ランプ 


バッテリー状態表示ランプ 

バッテリーの状態 

消な 

バッテリーパックび取り付け5れていません。または、充電び行われていません。 

オレンジ色点打 

バッテリーの充電中です。 

緑色点な 

バッテリーの充電完了です。 

緑色点滅 

高温モード時に、バッテリー残量び常温モード時の約80%‘ 1 になるまで放電してい 
ます （み27ぺー シ）。 この状態でバッテリーパックを取りかさないでください。 

赤色点'灯 

バッテリー残量び、約9%な下になっています。 

赤色な;威 

バッテリーパックまたは充電回路び正常に動作していません。 

オレンジ色点滅 

な下の理由で、バッテリーは一時的に充電でさない状態でず。 

-内部の温度び充電可能範囲がになっている。 

-消費電力量のをいアプリケーションソフトまたは周辺機器を起動しているため、 
充電するための電力び不足している。 

緑色とオレンジ色び交互に 
点滅 

低温時に八ードディスクび誤動作するのを防ぐため、八ードディスクをウォームアッ 
プしています。ウォームアップ後、パソコンは自動的に起動します。 


高温モード時におけるバッテ U - 残量 100 %は、常温モード時の 80 %と同等です。 


お知らせ 


• 過充電を防ぐため、しりたんバッテリーび満充電になると、バッテリー残量び約95%じ(下になるまで再充電されま 
せん。 
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バッテリー残量を確認する 


バッテリー残量を画面上で確認でをます。 

(Windows に□グオンした後） 


1 西+巧を巧ず。 

• バッテリーパック装着時（例） 


圏 


:常温モード時 （今27ページ） 


:高温モード時 （今27ぺーシ） 


• バッテリーパック未装着時 

国 


お知らせ 


• 次のよラな場合、表ちされるバッテリー残量と実際のバッテリー残量び合わないことびありまず。正しく表示させ 
るにはバッテリー残量表示補正 （今29ぺ ージ） を行ってください。 

•バッテリー状態表示ランプの赤色点打び長く続く。 

-バッテリー状態表示ランプびオレンジ色に点灯し、「99%」の表示び長く続く。 

-使用時間び短いにちかかわ5ず、バッテリー状態表示ランプび赤色に点灯する。 

AC アダプターを接続せずに長時間スタンバイ状態にしているときに起こります。 

• バッテ U- の残量表示び r 電源オプションのプ□パティ」の「電源メーター」と異なる場合びありますび、故障で 
はありません。 













バッテリーパック 

高温モード 
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パソコンを高温環境下で使用したり、満充電の状態で長時間使用したりするときは、高温モードにするとバッテリーの努 
化を防ぐことびでをまず。 

セットアップユーティリティの「メイン」メニューの r 環境」を「自動」（工場出荷時の設定）または「高温」にしてくだ 
さい。 （今75ぺー ジ） 


お知らせ 


• 高温モード時におけるバッテリー残量100%は、常温モード時のバッテリー残量80%と同等です。 

• 「常温」か5「高温」またはその逆に切り曾えると、バッテリーびいったん完全に充電または放電されるまで、バッ 
テリー残量び正し < 表ちされません。 

• 「自動」 モー ド： 

いったん常温モードか5高温モードへ自動的に切り替わると、バッテリーの劣化を防ぐために、切り替え後の充電 
量の合計び満充電量の約5倍になるまで常温モードに切り替わりません。 






バッテリーパック 

バッテリー残量び少なくなったときの動作 
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工場出荷時の設定はじ(下のとおりです。 


バッテリー巧量が10%になった5 
「パッテリーほ下 アラー ム」 

バッテリー残量が 5% に なったら 
「バッテリー切れ アラー ム」 

• 残量び少ないことを知5せるメッセージを表ちしま 
す。 

丄 

• 残量び少ないことを知5せるメッセージを表をし、そ 
の後休止状態に入ります。 

丄 

充電び必要です。 

AC アダプターを接続するか、 1' {ッテリー1 ックを交換し 
て、パソコンを起動してください。 

• AC アダプターをすぐに接続してください。 AC アダプ 
夕一びない場合は、動作中のプ□グラムを終了し、 
Windows を終了して電源状態表示ランプび消えている 
ことを確認してください。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れて < ださい。 

• AC アダプターを接続し、バッテリーを充電してくださ 
い。 

• 充電してある予備のバッテリーパックびある場合は、 
電源を切りバッテリーパックを交換して、再度電源を 
入れてください。 

バッテリー切れで休止状態になった場合、そのままリ 
ジュームすると、 Windows び正常に起動しなかった 
り、アラーム機能び正常に動作しなくなったりする場 
合びあります。 

スタンバイ状態のときは、バッテリーパックを交換しないでください。 







バッテリーパック 


BACK 29 NEXT 


バッテリー容量を正確に表示させる（バッテリー残量表示補正) 


バッテリー残量表ち補正機能を使ラと、バッテリー容量を計測し記憶させることびでをます。バッテリー残量を正確に表 
示させるために、この機能を使っていったん満充電にしてか5完全に放電させてください。この操作は、お買い上げ後ず 
ぐに、少なくとも1度は行ってください。バッテリー残量表示補正は、通常3か月置きに実施してください。長くバッテ 
リーパックをお使いの間には、バッテリーパックの努化などにより、残量び正確に表示されなくなる場合びあります。そ 
の場合らこの操作を行ってください。 

1 AC アダプターを接続する。 

2 ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了ずる。 

3 バッテリー残量表示補正を実行ずる。 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panason 句- [バッ テリー]- [バッ テリー残量表示補正ユーテイリテイ] 

をクリックずる。 

② 確認メッセージび表ちされた5、[開始]をクリックする。 

• バッテリー残量表ちネ甫正を頻繁に行ラと、バッテリーび努化する原因になりまず。前回補正してか5約1か 
月 LU 内に実行すると、ま意を促ずメッセージび表をされまず。その場合は、バッテリー残量表を補正を実 
行しないでください。 

③ Windows を終了するメッセージび表ちされた!5、[はい]をクリックずる。 

J (ッテリー残量表ち補正び始まります。 

満充電になった後、バッテリーの放電び始まります。放電び完了すると、自動的に電源び切れまず。 

バッテリー残量表を補正び終了すると、通常の充電び始まります。 


お知5せ 


• 10で〜30での温度環境で実行してください。 

• バッテリー容量び大さいため、バッテリー残量表を補正に時間びかかりまずび、故障ではありません。 

-満充電にかかる時間：最大約 4.5 時間 
-完全放電にかかる時間：約 4.5 時間 

• バッテリー残量表示補正実行中にパソコンの電源を切ると（停電や、誤って AC アダプターまたはバッテリーパック 
を取りかすなど)、バッテリー残量表示は補正されません。 

• バッテリー残量表を補正は、次の手順でち実行でさます。 

① パソコンを再起動する。 _ 

② パソコンの起動後すぐ、 [ Panason 句起動画面び表示されている間に El を巧ず。 

⑤バッ テリー残量び表ちされた S liii 品^ を巧ず。 

④ 画面の指示に従って操作を行ラ。 











バッテリーパック 
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バッテリーパックを交換する 


バッテリーパックは消耗品のため、交換び必要になりまず。バッテリーによる駆動時間び著しく短くなり、バッテリー残 
量表ち補正を実行した後でち性能び回復しない場合は、新しいちのと交換してください。 


お願い 


• バッテリーパックは、お買い上げ時には充電されていません。初めてお使いになる前に必ず充電してください 。 AC 
アダプターを接続すると自動的に充電び始まります。 

• スタンバイ状態に入っているときは、バッテリーパックの取りがしや交換を行わないでください。データび失われ 
たり、パソコンび故障したりずる可能性びあります。 


1 パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがす/取り付ける。 

• 取りかすには 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックをがず。 

② ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 


⑤バッ テリーパックのタブ （ B ) を引いてス□ットか5取り出す。 


















バッテリーパック 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっかりとバッテリーパックを挿入ずる。 



② カチッと音びずるまでカバーを閉じる。 

③ ラッチ （ C ) を左側にスライドして、カバーを□ックずる。 



お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際にバッテリーパックび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認してくだ 
さい。 


鎮 

U-ion Ni 


不要になった充電式電池（バッテリーパック）は、貴重な資源を守るため 
に、廃棄しないで充電式電池リサイクル協力店にお持ちください。 

使用済み充電式電池（バッテリーパック）の届け先 
-最寄りの充電式電池リサイクル協力店へ。 

詳し<は、社団法人電池工業会にご確認<ださい。 

電話： 03-3434-0261 

ホームぺージ： http :// www . baj . or . jp / (2007 年10月現在） 







PC 力ード/エクスプレスカード 夺 BACK 32 NEXT ず 

次のカードを挿入することがでさます。 

• エクスプレスカードス□ット （ A ) : ExpressCard /34 または ExpressCard / 日4 r _ 

• PC 力ードス□ット （ B ) : PC 力ードタイプ I (3.3 mm ) またはタイプ n (5.0 mm ) rJI i 


お知 5 せ 


• 下記の力ードは使えません。 

PC 力ードタイプ m (10.5 mm )、 ZV 力ード、 SRAM 力ード 、 FLASH ROM 力ード （ ATA インターフエースタイプを除 
<)、その他の動作電圧 12 V を必要とずる力ード 

• 工場出荷時には、両ス□ットにダ5—力ードび取り付け5れていまず。ご使用前に、ダ5—力ードを取り出してく 
ださい。 （今33ぺージ 手順 2) 

• ス□ットを使わないときには、ス□ットにダミーカードを取り付けてください。 

• PC 力ードのダ5—力ードは PC 力ードス□ットに、エクスプレスカードのダ5—力ードはエクスプレスカードス□ッ 
卜に取り付けてください。ダミーカードを間違って取り付けると、故障の原因になります。 

<スマートカードス □ッ ト内蔵モデルのみ> 

• PC 力ードス□ット （ A ): PC 力ードタイス （3.3 mm ) またはタイプ n (5.0 mm ) 

• スマー ト カードス□ット （ B ): スマー ト カード 

スマートカードの取り付け/取り出し： 今42ページ 
• エクスプレスカードは使用でさません。 


カードの取り付け/取り出し 


準備 

力ードのドライバーび入ったメディア （ CD - ROM など）に対応する機器を取り付けてください。 


■ カードを取り付ける 

ブ カバーを開ける。 


① ラッチ （ C ) をち側にスライドして、カバーの□ックを外ず。 

② ラッチ （ C ) を巧し下げて、カバーを開ける。 



















PC カード/エクスプレスカード 
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2 力ードのラベル面を上にして、エクスプレスカード（上ス□ット) 
( D ) または PC 力ード（下ス□ット ）（ E ) を、ス□ットの奥まで 
しっかりと挿入する。 

• 詳しくは力ードの取扱説明書をご覧ください。 



■ カードを取り出ず 

1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの H をダブルクリックし、力ードを選択して[停止]をクリックする。 
⑤ 画面の指をに従って操作を行ラ。 

• パソコンの電源を切ってか5カードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 

2 カバーを開けて （今32ページ 手順 ブ)、 カードを取り出ず。 

① 取り出しボタン （ F ) を巧ず。取り出しボタンび飛び出します。 f 

② 再度取り出しボタン （ F ) を巧すとス□ットか5力ードび少し出てさます。 ① 

③ 力ードをまっすぐ引を抜く。 



お知5せ 


• カードの定格を確認して、動作電流びカードス□ットの許容電流を超えないよラにしてください。許容電流を超え 
ると、故障の原因になりまず。 

許容電流： 3.3 V : 400 mA 、 5 V : 400 mA 
• 力ードによっては同時に使用できない場合びあります。 

• 力ードの取り付け/取り出しを繰り返していると、認識されなくなることびありまず。その場合は、パソコンを再 
起動してください。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後で、パソコンび動作しなくなったときは、力ードの出し入れを行って 
ください。それでら正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 




















PC カード/エクスプレスカード 
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• カード挿入時は、消費電力び増加します。カードを使用していないとさ、特にバッテリー電力で操作しているとさ 
は、力ードを取りかしておいてください。 

• PC 力ードやエクスプレスカードを使って周辺機器 （ SCS し IEEE 1394 など）を接続ずる場合は、下記の手順に従っ 
てください。（手順は一例です。） 

① 周辺機器をカードに接続ずる。 

⑤ 周辺機器の電源を入れる。 

③ ス□ットの奥までしっかりと力ードを挿入する。 


SD メモリーカード 
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SD メモリーカードについて 


• 本機の SD メモリーカードス□ットは 、 SD メモリーカードと SDHC メモリーカード （2 GB を超える容量を持つ SD メモ 
リーカード）に対応しています（セキュア対応（著作権保護機能付を)）。 

• miniSD メモリーカードおよび microSD メモリーカードを使う場 S ま、必ず専用のアダプターに装着し、アダプターごと 
抜き挿ししてください。ス□ット内にアダプターを残さないでください。 

• 本機で SD メモリーカードを フォー マットず る 場合は、 Windows の「フ ォー マット」ではなく 、 SD メモリーカード 
フォー マットソフトウエアをお使いください。 

このソフトウエアは下記のホームページか5ダウン□-ドでさます。 
http :// panasonic . ip / support / audio / sd / download / sd _ formatter.html 

• 他の機器で SD メモリーカードを使ラ場合は、その機器で力ードをフォーマットしてください。詳しくはさ機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 

• SD メモリーカードは、インターネットなどのコンテンツ配信ヴービスに対応していまず（セキュア対応（著作権保護機 
能付さ)）。 


取り扱いおよび保管上のお願い 

• パソコンか5力ードを取り出した後は、ケースに入れて保管してください。 
• 次のことを行わないでください。 

. 分解や改造 

-強い衝撃を与える、曲げる、落とす 
-端子部に指や金属で触れる 

-貼5れているラベルをはびしたり、新たにラベルやシールを貼る 
• 次のよラな場所には置かないでください。 

-直射日光のあたるところや車内など、温度び高くなるところ 
-ほこりのをいところや湿度の高いところ 
-腐食性のガスなどび発生するところ 


データの取り扱い上のごを意 

• 力ードの書を込み禁止スイッチ （ A ) を 「 LOCK 」 側にしてください。データの録音 
(チェックアウト)、保存、編集などをするとさには解除してください。 

• 大切なデータは他のメディアにちバックアップしておくことをおすすめしまず。 

• 廃棄するときは、個人データなどの流出を防ぐために、金植などで物理的に破壊すること 
をおすすめします。 











SD メモリーカード 
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SD メモリーカードの取り付け/取り出し 


お願い 


• Windows の□グオン画面またはデスクトップ画面び表ちされるまで、 SD メモリーカードの取り付け-取り出しは行 
ねないで < ださい。 

• 次の場合は、力ードを取り出したりパソコンの電源を切ったりしないでください。データび壊れることびあります。 

-スタンバイまたは休止状態のとを 
-書さ込み操作の直後 

書さ込み操作の直後は、パソコンび力ードにアクセスを続けていることびありまず。操作び完了ずる前に力ードを 
取り出すと、データび壊れた0、力ードに正常にアクセスでさな<なった0ずるおそれびあります。 

• お客さまび記録したデータの損失な5びにその他の直接、間接の障害につをましては、当社は一切の責任を負いか 
ねますので、あ5かじめご了承ください。 

• 無理に力ードを引さおかないでください。ス□ットび傷つく場合びあります。 

• 力ードは正しい向さに挿入してください。誤って挿入ずると、力ードとス□ットび損傷する場合びあります。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後、約30秒間は SD メモ U - 力ードにアクセスしないでください。 


■ カードを取り付ける 

ブ カバーを開ける。 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックを外す。 
③ ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 



2 


カードのラベル面を上にして、角び欠けた方か5挿入ずる。 















SD メモリーカード 
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■ カードを取り出ず 

準備 

• データを保巧し、ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了してください。 

• カバーを開けて、 SD メモリーカード状態表示ランプ应1 ( B ) び消えていることを確認 
して < ださい。 

1 力ードの停止処理を行う。 

① 画面ち下のタスクトレイの H をダブルクリックして、 [ SD 記憶装置デバイス]を 
クリックし、[停止]をクリックする。 

② 画面の指示に従って操作を行ラ。 

• パソコンの電源を切ってか5力ードを取り出す場合、この手順は必要ありません。 

2 力ードを取り出す。 

① カードを巧ず。 

ス□ットか5カードび出てさます。 

② 力ードをまっすぐ引き抜く。 






SD セ夺ュリティ機能 令 BACK 38 NEXT ホ 

下記の場合、パスワード入力の代わりにセキュリティを設定した SD メモリーカードを使用ずることびでさます 。 SD メモ 
リーカードを フォー マットし、必要な設定をしてください。 

• パソコンを起動するとさ 
• Windows に□グオンするとき 

• スタンバイ-休止状態-スクリーンセーパ'-か5リジュームずるとを 


お知らせ 


• SD メモリーカードび使えない場合は、スーパーバイザーパスワードまたはユーザーパスワードを入力ずるとパソコ 
ンを起動することびでをまず。また、□グオン用パスワードを入力ずると Windows に□グオンでさます。 

• フォー マットされた SD メモリーカードをお使いください。 （今35ぺージ） 

• この機能は内蔵 SD メモリーカードス□ットでのみ使用でさます。 USB リーダー/ライターなどでは使用でさませ 

• セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードは、通常のメモリーカードとして本機や他の機器上で使ラことびで 
さます。 

• 1枚のセキュ U ティ用 SD メモリーカードを、複数のパソコンで使ラことびでをます。ただし、その力ードを使って 
Windows に□グオンずる場合は、ユーザー名とパスワードの組み合わせをずベてのパソコンで同じものにしてくだ 
さい。 

• この機能は、 SDHC メモリーカード （2 GB を超える容量を持つ SD メモリーカード）では使用できません。 


SD 力ード設定 


準備 

• パソコンの起動に SD メモリーカードを使ラ場合 

セットアップユーティリティでスーパーバイザーパスワードを設定してください （今22ぺー ジ）。 （手順を進める間 
に設定することちでをます。） 

• Windows の□グオン時、またはスタンバイ•休止状態•スクリーンセーバーか5のリジューム時に SD メモリーカー 
ドを使 ラ 場合 

Windows □グオン時のユーザー名とパスワードを、[コント□-ルパネル]であ5かじめ設定してください。詳しくは 
Windows のヘルプをご覧ください。 


1 コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

2 SD メモ U —力ードを SD メモリーカードス□ットにセットする。 

「 SD 記憶装置デバイス」画面び表ちされた場合は、[何もしない]をクリックして、 [ OK ] をクリックしてください。 

3 SD 力ード設定プ□グラムを起動ずる。 

[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ SD 力ード設定]をクリックする。 
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4 「 SD 力ード.スターターへようこそ」画面で[巧へ]をクリックする。 

5 力ードのセット方法 （ A ) を選ぶ。 A 

[セットしたまま] 

SD メモリーカードを挿入しそのままにしておをます。 

(後で取り出すことびでさます。） 


[セットして抜く] 

SD メモリーカードを挿入してか5取り出します。 

Windows の□グオン時、またはスタンバイ-休止状態-スクリーンセーバーか5 
のリジューム時には、ビープ音び鳴って力ードび認識されてか 5 SD メモリーカー 
ドを取り出して < ださい。 音声出力をオフにしているとビープ音は鳴0ません。 

• この設定をさパソコンで行ってください。同じパソコン上では、別の SD メモリーカードであってち、異なる 
設定をすることはでさません。 

• パソコンの起動と Windows への□グオンに異なる設定をする場合 

この画面では、 Windows に□グオンずるための SD メモリーカードのセット方法を設定してください 。 SD 
力ード設定を終えてか5、セットアップユーティリティを起動し、「セキュリティ」メニューの rSD のセット 
方法」で、パソコンを起動ずるための力ードのセット方法を選んでください （今78ページ)。 

6 必要な設定をずる。 

パソコンの起動にカードを使ラ場合 
SD メモ U - 力ードをパソコンに登録する。 

• SD メモリーカードは2枚まで登録できます。 （2 枚目の SD メモリーカードを設定するには 今40ぺー ジ)。 

① [コンピューターの起動時に使用ずる] ( B ) にチェックマークを付け、[次へ]をクリックずる。 

② [設定後、コンピューターを再起動する]をクリックし、[完了]をクリックする。 

③ スーパーバイザーパスワードを入力し、 [ OK ] をクリックする。 

• スーパーバイザーパスワードび設定されていない場合は、画面の指おに従って、スーパーバイザーパスワード 
を設定して < ださい。 

• 入力でさる文字は、半角の英数字（スペースを含む）で最大32文字です。 

-大文字、ル文字は区別されません。 

-数字の入力にテンキーは使用でさません。 

-パスワードの入力に Shift と Ctrl は使用できません。 



B 


C 
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Windows の□グオン時に力ードを使ラ場合 

[コント□-ルパネル]で設定した Windows の□グオン時のユーザー名とパスワードび、 SD メモリーカードに登録 
されまず。 

① [Windows の□グオン時に使用ずる] ( C ) にチェックマークを付け、[次へ]をクリックする。 

② [設定後、コンピューターを再起動する]をクリックし、[完了]をクリックする。 

③ Windows の□グオン時のユーザー名とパスワードを入力する。 

• この設定をしたをは、次の機能び働かなくなります。 

• 「よラこそ」画面の表ち 
. ユーザー 簡易切り替え機能 
-リモートデスクトップ機能 

•[ ユーザー名をチェックしない]にチェックマークを付けると、 Windows のユーザー名とは異なるユーザー名を 
登録することびでをます。確認メッセージで[はい]をクリックしてください。設定終了後、パソコンを再起 
動して Windows に□グオンするときに、 SD メモリーカードを使わずに Windows のユーザー名とパスワード 
を入力する必要びありまず。 

• [ priva 词フォルダーび SD メモリーカードの中に作5れ、暗号化された Windows □グオン時のユーザー名とパス 
つー ドび登録されます。 

[priva 均フオルダーは削除しないでください。 Windows □グオン時に SD メモリーカードを使用できなくなり 
ます。 


パソコンの起動と Windows の□グオンの両方に力ードを使ラ場合 

[コンピューターの起動時に使用する]と [Windows の□グオン時に使用ずる]の両方にチェックマークを付け、上記 
の手順を行ってください。 


お願い 


• 設定した SD メモリーカードは失くさないようにしてください。 

• 設定した SD メモリーカードをス□ットに挿入したままパソコンか5離れないでください。 


■ 設定内容を変更ずる/他の SD メモリーカードを設定ずる 

① SD 力ード設定プ□グラムを起動ずる。 （今38ぺージ 手順 ブ〜ぶ 
初回起動時とは画面び異なります。 

② 設定を変更する。 

[このコンピューターの設定] 

本機に登録されている設定を変更でさます。 

[この SD ①設定] 

挿入している SD メモリーカードの設定を変更でをまず。 

⑤ [ OK ] をク U ックずる。 
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④ 必要な設定をする。 

• 初回起動時の設定手順をご覧ください。 （今39ぺーシ 手順の 
• 先に進むのにパスワード入力び必要な場合びあります。 

⑤ パソコンを再起動する。 


■ セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードを無効にずるには 

セキュリティ機能を設定した SD メモリーカードを失くした場合は、 SD メモリーカードを無効にし、他人び起動したり □ 
グオンしたりするのを防いで<ださい。 

パソコンの起動に SD メモリーカードを使っている場合 

① SD 力ード設定プ□グラムを起動ずる。 （今38ぺーン 手順 ブ〜ぶ 
現在の設定び表ちされまず。 

② [コンピューターの起動時に SD を使用する]か5チェックマークを外ず。 

③ [0 K ] をクリックし、画面の指示に従って操作を行ラ。 

本機に登録されているすべての SD メモリーカードびパソコンの起動に使えなくなります。 

•[ コンピューターの起動時に SD を使用する]に再びチェックマークを付けてち、登録されていた SD メモリー 
力一 ドで起動することはでをません。 

Windows の□グオンに SD メモリーカードを使っている場合 

① Windows □グオン時のパスワードを変更する。 

その SD メモリーカードを使って Windows に□グオンずることびできなくなりまず。 
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<スマー ト カー ドス□ット内蔵モデルのみ> 

スマートカードを使用するには、アプリケーシヨンソフトび必要でず。 

次の力ードを使用ずることびでをます。 

• PC 力ードス□ット （ A ) : PC 力ードタイプ I (3.3 mm ) またはタイプ II (5.0 mm ) r _ 

• スマー トカードス□ット （ B ): スマー ト カード R _ ri [ 


お願い 


• スマートカードの取り扱いの際は、次のことを行わないでください。 
-強い衝撃を与える、曲げる、落とす 
-指や金属で接触部に触れる 
-温度の高いところに長時間力ードを放置ずる 
-取り付けてすぐに力ードを取り出す 


スマートカードの取り付け/取り出し 


■ カードを取り付ける 


ブ カバーを開ける。 

① ラッチ （ C ) をち側にスライドして、カバーの□ックを外ず。 

② ラッチ （ C ) を巧し下げて、カバーを開ける。 



2 接触部分 （ E ) を前にして、下のス□ット （ D ) に挿し込む。 

ス□ットの奥までしっかりと挿し込んでください。 



























スマートカード 

■ カードを取り出ず 
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ブ カバーを開け、力ードをまっすぐに引き出す。 
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下記の仕様に適合する RAM モジュールを使用してください。他のモジュールを使ラと、正常に動作しないだけでなく、故 
障の原因になることびあります。 

RAM モジュール仕様： 

200ピン、 SO - DIMM 、1.8 V . DDR 2 SDRAM 、 PC 2-4200 

(推奨品については、当社の最新のカタ□グやホームぺージでご確認ください。） 


お願い 


• RAM モジュールは、静電気の影響を非常に受けやすいため、人間の体内に蓄積された静電気により損傷する場合び 
あります。 


RAM モジユー J レの取り付け/取り外し 


2 

3 


パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能や休止状態機能は使わないで<ださい。 


AC アダプターを取りがし、バッテリーパックを取りがす。 （今 30ぺ ーシ) 
パソコン底面のネジ （ A ) とカバー ( B ) を取りかす。 



B 











RAM モジュール 
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4 RAM モジュールを取り付ける/取りがす。 

• 取り付けるには 

① モジュールを少し傾け、ス□ットに挿入ずる。 

② 左 ちのフック （ C ) で□ックされるまでモジュールを倒ず。 


C C 



• 取りかすには 

① 左 ちのフック （ C ) をゆっくり開く。 
モジュールび持ち上がりまず。 

② モジュールをゆっくりとス□ットか5取りがす。 

5 カバーとバッテリーパックを取り付ける。 



お知5せ 


• 挿入しにくい、または倒しにくい場合は、無理に力を加えず、モジュールの方向を再度確認してください。 

• ネジ山をつぶさないよラ、適切なドライバーを使用してください。 

• RAM モジュールび正しく認識されている場合は、セットアップユーティリティの r 情制メニューに合計メモリー 
サイズび表おされます。 (今74ページ） 

RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切り、 RAM モジュールを取り付け直してください。 
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画面の表を先をか部ディスプレイに切り替えることびでさます。 

外部ディスプレイをが部ディスプレイコネクター ( A ) に接続してください。 


お知5せ 



• 休止状態か5の U ジューム後または再起動後の表示先は、休止状態に入る前または再起動前と異なる場合びあります。 

• Windows の起動後に表を先を切り替える場合、切り替えび完了ずるまでキーに触れないでください。_ 

• Windows び起動するまで（セットアップユーティリティなど）は、同時表ちにずることびできません。 Fn + F 3 ^ffl 

すと、か部ディスプレイまたは内部 LCD に切り替わりまず。 _ 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用してユーザーを切り替えると、表を先をで切り替えられなくなることび 
ありまず。その場合はすべてのユーザーを□グオフし、パソコンを再起動してください。 

• [コマンドプ□ンプ h を全画面表をにしているとさは、表を先を切り替えることびでさません。 

• か部ディスプレイのみを使用ずる場合は、内部 LCD のみ、または同時表示をする場合とは別に、外部ディスプレイ 
に適した色数、解像度、リフレッシュレートを設定してください。 

設定によっては、か部ディスプレイ画面び乱れたり、マウスカーソルび正しく表ちされなかったりずる場合びあり 
ます。その場合は設定値を下げてください。 

• 同時表をしているときは、 DVD - Video 、 MPEG ファイルなどの動画びスムーズに再生されない場合びありまず。 

• か部ディスプレイの取扱説明書をよくお読みください。 

• プラグアンドプレイに対応していないか部ディスプレイを接続する場合は、下記メニューで適切なドライバーを選 
択するか、外部ディスプレイに付属のドライバーディスクを使用してください。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[デスクトップの表示とテーマ]-[画面]-[設定]-[詳細設定]-[モニタ]-[プ□パ 
ティ]- [ ドライバ]- [ ドライバの更新] 

• 画像び正しく表示されない場合は、下記メニューで [ A - ドウエアアクセラレータ]の値を下げてください。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[デスクトップの表ちとテーマ]-[画面]-階定]-[詳細設定]-[トラブルシューティ 
ング] 


お願い 


• か部ディスプレイを取りかず前に、 Fn+ 巧を巧して内部 LCD に切り替えてください。切り替えをしないと、取りか 
す前と後で画質び異なる場合びあります（解像度び正しくないなど)。その場合は、 EH + E ? を巧して画質をリセッ 
卜して < ださい。 

• 次の操作を行ラと、画面び乱れる場合びあります。その場合はパソコンを再起動してください。 

-高解像度または高リフレッシュレートに設定した外部ディスプレイを取りかす 
•パソコン操作中にか部ディスプレイの接続や取り外しを行ラ 











が部ディスプレイ 
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表示巧を切り替える 


1 西+豆を巧す。 

巧ずたびに 

内部 LCD ぅ ► 同時表ち今か部ディスプレイ 

ん I 


掘;張デスクトップモードを使う 


拡張デスクトップモードでは、内部 LCD とか部ディスプレイをひと続さの作業領域として使ラことびでさます。内部 LCD 
とが部ディスプレイとの間で、ウインドウのドラッグ移動などびでをます。 


1 [ IntelfR ) Graphics Media Accelerator Driver for mobile ] 画面を表示する。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-[コント□-ルパネルのその他のオプション]- [ Intel ( R ) GMA Driver for Mobile ] 
-[ディスプレイデバイス]をクリックする。 

2 け広張デスクトップ]をクリックし、[プライマリデバイス]と[セカンダリデバイス]を設定する。 

3 [0 K ] をクリックする。 

確認メッセージで [0 K ] をク U ックしてください。 


お知らせ 


• アプリケーシヨンソフトによっては、拡張デスクトップモードを使用でさない場合びあります。 

• 最大化ボタンをクリックすると、どち5か一ちのディスプレイに最大表ちされまず。最大化したウィンドウをちラ 
一方のディスプレイに移動ずることはでさません。 

• を巧してディスプレイを切り替えることはでさません。 

• 拡張デスクトップモード使用時は画面回転機能を使わないで<ださい。 

• @キーの組み合わせを巧ずと表おされるポップアップウィンドウは、プライマリーデバイスにのみ表おされます。 
• タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ）/デジタイザー（デジタイザー内蔵モデルのみ）を使用していると 

きは、内部 LCD をプライマリーデバイスとして設定してください。内部 LCD に触れると、プライマリーデバイス上 
で力ーソルび動さます。 
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■ USB 機器を取り付ける 


1 カバーを開け、 USB 機器を USB ポート （A) に接続してくださし、。 

詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧ください。 



■ USB 機器を取りがず 


1 USB 機器の停止処理を巧う。 

① 画面ち下のタスクトレイ の^を ダブルクリックし、 USB 機器を選んで[停止]をク U ックずる。 

② 画面の指ちに従って操作を行ラ。 

• 次の場合は、この手順は必要ありません。 

-パソコンの電源を切ってか5機器を取りがずとを 
• 園び 表ちされていないとき 
-手順 ① で、取りかす機器び一覧にないとさ 

2 USB 機器を取りがす。 


お知5せ 


• USB 機器を使ラには、ドライバーのインストールび必要な場合びあります。詳しくは USB 機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

• USB 機器を別の USB ポートに接続し直ずとさは、ドライバーのインス I ルび再度必要になる場合びあります。 

• USB 機器び接続されていると、スタンバイ機能や休止状態機能び正常に働かない場合びあります。パソコンび正常 
に起動しない場合は、 USB 機器を取りがし、パソコンを再起動してください。 

• USB 機器を抜き挿しずると、 窗び デバイスマネージヤに表ちされ、機器び正しく認識されないことびありまず。その 
場合は、機器を再度抜を挿ししてください。 

• USB 機器び接続されていると、電力消費量び増加します。特にバッテリー電力で操作しているとをは、使用してい 
ない USB 機器を取りかしておいてください。 
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忙 EE 1394 機器 

デジタルビデオカメラなどの IEEE 1394 対応機器を接続ずることびできます。 


お知5せ 


• IEEE 1394 機器を使うには、ドライバーのインス!ルび必要な場合びあります。詳しくは IEEE 1394 機器の取扱説 
明書をご覧 < ださい。 


■ IEEE 1394 機器を接続ずる 

準備 

ドライバーび入ったメディア （ CD - ROM など）に対応ずる機器を取り付けてください。 

1 パソコンと IEEE 1 394機器の電源を入れる。 

2 カバーを開け、 IEEE 1394 機器を IEEE 1394 コネクター ( A ) に接続 
ずる。 

詳しくは IEEE 1394 機器の取扱説明書をご覧ください。 


1394 



■ IEEE 1 394機器を取り外ず 


お願い 


• 必ずパソコンの電源を切つてか5 IEEE 1 394機器の電源を切つてください。 


1 パソコンの電源を切り、 IEEE 1394 コネクターか5ケーブルを取りがず。 

2 IEEE 1 394機器の電源を切り、ケーブルを取りかす。 











モデム 
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<モデム内蔵モデルのみ> 


内蔵モデムと電話コンセントを接続する 


1 カバーを開け、モジュラーケーブル（付属） （ A ) を使って、電話コ 
ンセント （ B ) に接続する。 

• 突起部 （ C ) の形びコネクターに合ラよラにし、カチッと音びするまで挿入し 
て < ださい。 

2 [スター h - [コント□-ルパネル]-[プリンタとその他のハードウェ 
ア]-[電話とモデムのオプション]をクリックし、必要に応じて設定 
を変える。 



お知5せ 


• 通信中は、スタンバイ機能や休止状態機能を使わないでください。 

• ケーブルを取りかずときは、突起部 （ C ) を巧さえたまま引さないてください。 

• モデムは一般電話回線で使用してください。 

• 本機のご使用にあたって、 NTT のレンタル電話機び不要となる場合は、 NTT へご連絡ください。ご連絡いただいた 
曰をもって、 r 機器使用料」は不要となります。詳しくは、局番なしの116番撫料）へお問い合わせください。 
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モデムリングリジューム機能 


モデムに接続した回線に電話びかかると、パソコ ンぜスタン1 くイ状態か5リジュームします。 

この機能を使ラには、電話の待ち受け状態を保持でをるソフトウェアび必要でず。また、リジュームした後パソコンをス 
タンバイ状態にする場合もソフトウェアび必要です。詳しくはソフトウェアの取扱説明書をご覧ください。 

■ モデムリングリジューム機能を有効にずる 

1 [スター h - [コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[システム]-[ハード 
ウェア]-[デバイスマネージャ]-[モデム]をクリックし、内蔵モデムをダブルクリックする。 

2 [電源の管理]をクリックし、[このデバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるよ 

うにする]をクリックしてチェックマークを付け、 [0K] をクリックする。 

■ パソコンびスタンバイ状態に戻る時間を設定ずる 

通信び完了していなくてち、設定時間後にパソコンびスタンバイ状態に入ります。[なし]に設定しておくと、通信の途中 
でスタンバイ状態に入ることはありませんび、リジュームした後スタンバイ状態に戻りません。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[電源オプション]-[電源設定]をクリッ 
クする。 

② 通信時間を予測して、スタンバイ状態に戻る時間を設定ずる。 


お知5せ 


• パソコンの電源びオフのとさ、または休止状態のときは、この機能は使えません。 

• AC アダプターを接続してください。 

• スタンバイ状態か5リジュームした後も、画面は暗いままです。キーボードやフラットパッド、タッチパネル 
(タッチパネル内蔵モデルのみ）、タブレットボタンに触れると、元の画面び表おされます。 

• 内蔵モデムに接続されている電話じ(かではリジュームできません。 （PC 力ードモデムなどは使えません。） 

• パソコンび起動ずるのに時間びかかるため、通常より呼び出し時間を長く設定してください。送信側で呼び出し音 
を長く設定でをない場合は、電話の待ち受け状態を保持でをるソフトウエアで、着信までのベル回数を少なく設定 
して < ださい。 
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接続する 


1 パソコンの電源を切る。 

• スタンバイ機能や休止状態機能は使わないで<ださい。 

2 カバーを開け、ケーブルを接続する。 

LAN ケーブルを使って、 LAN コネクター ( A ) とネットワークシステム（サー 
バーや八ブなど） を接続します。 

3 パソコンの電源を入れる。 




• セットアップユーティリティでパスワードを設定し、 r 起動時のパスワード」を「有効」に設定している場合でも、 
起動やリジュームの際にパスワードの入力は必要ありません。 

• AC アダプターを接続してください。 

• 次の場合は有線 LAN Power On 機能び働さません。 

-電源スイッチを4秒じ(上スライドさせてパソコンの電源を切ったとさ（フリーズしたをなど） 

- AC アダプターとバッテリーパックをいったん取り外し、再度パソコンに取り付けたとき 
• スタンバイ状態か5リジュームした後も、画面は暗いままです。キーボード、フラットパッド、タッチパネル 
(タッチパネル内蔵モデルのみ）、タブレットボタンに触れると、元の画面び表おされます。 
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有線 LAN Power On 機能を有効にずる 

内蔵 LAN にネットワークサーパ'-か 5 アクセスすると、自動的にパソコンの電源び入ります。 

1 セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「Power On by LAN 機能」を「許可」に 
設定ずる。 （>77ぺ ーソ） 

2 rr 重要 I お知らせ」画面で、 Enter を巧す。 

3 Eig を巧し、「はい」を選んで固を E を押す。 

4 コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

5 [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[システム]-[ハード 
ウェア]-[デバイスマネージャ]をクリックし、[ネットワークアダプタ]- [Marvell Yukon 
88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] をダブルクリックし、[詳細設定]をクリックす 
る。 

6 [プ□パティ]で[シャットダウンからの起動]をクリックし、[値]で[オン]を選んで [ OK ] をク 
リックずる。 


お知 5 せ 


• ネットワーク上の別のパソコンび意図せずアクセスをずると、パソコンびリジュームずることびあります。 

次の手順で、意図しないアクセスによるリジュームを防ぐことびできまず。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ードウェア]-[デバイスマ 
ネージャ]をクリックし、[ネットワークアダプタ ]- [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] を 
ダブルクリックし、[詳細設定]をクリックする。 

感 [プ□パティ ] で [ウェイク アップ機旨引をクリックし、[値]で [マジック パケット]を選んで [0 K ] をクリックする。 
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有線 LAN Wake Up 機能を有効/無効にする 


有線 LAN Wake Up 機能び有効なとさに、内蔵 LAN にネットワークサーパ'-か5アクセスずると、パソコンびスタンバイ 
状態や休止状態か5自動的にリジュームします。（工場出荷時には、無効に設定されています。） 

1 [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]-[システム]-[ハード 
ウェア]-[デバイスマネージャ]をクリックし、[ネットワークアダプタ ]- [Marvell Yukon 
88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] をダブルクリックし、[電源の管理]をクリックす 
る。 

2 [電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにずる]と[この 
デバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする]にチェックマークを付 
け（機能を有効にずる場合）/がし（機能を無効にずる場合)、 [0 K ] をクリックする。 

• この2つの項目は同時に設定してください。 


お知らせ 


• ネットワーク上の別のパソコンび意図せずアクセスをすると、パソコンびリジュームずることびあります。 

次の手順で、意図しないアクセスによるリジュームを防ぐことびでさまず。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ードウェア]-[デバイスマ 
ネージャ]をクリックし、[ネットワークアダプタ ]- [Marvell Yukon 88 E 8055 PCI-E Gigabit Ethernet Controller ] を 
ダブルクリックし、[電源の管理]をクリックする。 

② [管理ステーシヨンでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解除でさるようにずる]にチェックマークを付け、 
[0 K ] をクリックずる。 
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< 無線 LAN 、 Bluetooth 内蔵モデルのみ > 

次の3通りのち法で、無線機器をオン/オフずることびでをます。 

• パソコンち側面の無線スイッチを使ラ（下記） 

• 無線切り替えユーティリティを使う （今57ぺ ージ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューを使う （ A 77 ぺ ージ） 


お知 5 せ 


• 無線 LAN について詳しくは： 今60ぺージ 
• Bluetooth について詳しくは： 今66ぺージ 

• 無線 LAN のオン/オフは、 LAN ケーブルの接続状態によって、自動的に切り替えることちでをまず。 （今 58ぺ ージ) 


無線スイッチを使う 


■ ずべての無線機器をオフにずる 

ずべての/特定の無線機器をオンにずる 

ブ カバーを開ける。 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックを外ず。 
③ ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 



2 無線スイッチ （ B ) を OFF 側/ ON 側にスライドする。 



B 

cm 

OFF 一 ON 
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お知らせ 


• 無線切り替えユーティリティをアンインス!ルするとさは、あ5かじめ無線スイッチを ON 側にスライドさせてく 
ださい。 

• 無線スイッチの入/切を連続して繰り返し行わないでください。 

• 無線スイッチの入/切の直後には、再起動や□グオフをしたり、スタンバイ•休止状態に入ったりしないでくださ 
い。 

• Windows の起動中は、無線スイッチの入/切をしないでください。 

• 無線 LAN / Bluetooth を使うには 

. セットアップユーティリティの「詳細」メニューで「網 iLAN 」 / 「 Bluetooth 」 を「有効」（工場出荷時の設定） 
に設定してください。 （今77ベー ソ） 

• [ワイヤレスネットワーク接続]を苗効にする]’ 1 に設定してください。 

-「ネットセレクター」で無線 LAN を選択してください。 （今 68ぺ ーン） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 無線スイッチ」を「無効」に設定する （今77ぺ ージ） と、画 
面ち下のタスクトレイに無線切り替えユーティリティアイコンび表ちされなくなりまず。すべての無線機器（無線 
LAN / Bluetooth ) は、無線スイッチの状態とは関係なく、使用できる状態になります。 

• 無線スイッチを切にしてか！5無線機器觸線 LAN / Bluetooth ) の通信びオフになるまで、時間びかかることびありま 
す。 

• [デバイスマネージャ]で IEEE 802.1 1 a 設定を変更すると （今62ぺー ジ）、 それにともない状態表をも変わります。 


[ スタート]-[コント□-ルイくネルい[ネットワークとインターネット接続い[ネットワーク接続]をク U ックして、 [ ワイヤレスネッ 
トワーク接続]をちク IJ ックする。 
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無線切り替えユーティリティを使う 


無線切り曾えユーティリティを使って、無線スイッチの設定を変更ずることびでさます。 

また' 画面ち下のタスクトレイに表ちされる、無線切り替えユーティリティアイコンのポップアップウィンドウか5、無 
線機器のオン/オフを切り曾えることびでをます。 

工場出荷時には、すべての無線機器びオンに設定されています。 


■ 無線切り替えユーティリテイアイコン 


画面ち下のタスクトレイの無線切り曾えユーティリティアイコンは、無線機器の状態を表しまず。 


- y 


グ 



:1つじ(上の無線機器びオンのとさ 
:ずべての無線機器びオフのとを 

:ずべての無線機器びセツトアップユーティリテイで無効になっているとさ （今77ぺージ) 


■ 特定の無線機器をオン/オフずる 


7 無線切り替えユーテイリテイアイコンをクリックし、ポップアップウインドウを表示させる。 

2 無線機器を選択してオン/オフを切り替える。 

■ 無線スイッチの設定を変更ずる 

工場出荷時の設定では、無線スイッチを切にすると、切にする直前のさ無線機器のオン/オフの状態び保存されます。再 
び無線スイッチを入にずると、さ無線機器は切にする直前のオン/オフの状態に戻ります。この設定は変更ずることびで 
さます。 

[毎回ダイア□グを表示してオンずるデバイスを選択ずる] 

無線スイッチを入にしたとを[無線切り替えユーテイ U テイ ] 画面び表おされまず。その画面で無線機器ごとに才 
ン/オフを設定し、 [0 K ] をクリックしてください。（オン/オフの設定は [0 K ] をクリックするまで有効にはなりま 
せん。） 

[じ TF のデバイスをオンする] 

無線スイッチを入にしたとを、オンにしたい無線機器を選択してください。 

[無線スイッチをオフした時のデ/(イスの状態に戻ず](工場出荷時の設定） 

無線スイッチを入にしたとを、最後に無線スイッチを切にしたとをのオン/オフ設定び選択されまず。 
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1 画面ち下のタスクトレイの無線切り替えユーティリティアイコン （后 司 またはが])をクリッ 
クし、[設定]クリックする。 

2 無線スイッチに割り当てたい設定を選択ずる。 

3 [0 K ] をクリックする。 


無線接続無効ユーテ 


無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能をオンにしていると、本機に LAN ケーブルを接続したとさに、 
自動的に本機の無線 LAN びオフになりまず。 

ご使用前に、じ(下の手順で無線接続無効ユーティリテイをインス I ルしてください。 


無線接続無効ユーテイリテイをインス I ルずる 


1 コンピューターの管理者の権限で Windows に□グオンする。 

2 [スタート]-[ファイル名を指定して実巧]をクリックし、 [ c ：¥ util ¥ wdisable ¥ setup . exe ] と入力 
して [ OK ] をクリックずる。 

LU 降、画面の指をに従って<ださい。 

無線接続無効ユーティリティの状態を確認ずる 


お知らせ 


• 無線切り替えユーティリティびインス!ルされていないと、無線接続無効ユーティリティは働さません。（工場出 
荷時には、無線切り替えユーティリティはインス I ルされていまず。） 

• ご使用前に、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 織泉スイッチ」を r 有測に設定してください。 
• 無線接続無効ユーティ U ティは Bluetooth には働きません。 
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■ 無線接続無効ユーティ U ティアイコン 

無線接続無効ユーティリティのインス I ル後、 Windows に□グオンずると、無線接続無効ユーティリティは自動的に起 
動します。 

^1 :無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能びオンになっており、 LAN ケーブルび接続されているた 
め、無線 LAN びオフになっている。 

拳 :無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能びオンになっており、 LAN ケーブルび接続されていない 
ため、無線 LAN びオンになっている。 

^1 : L ソ下のいずれかの状態でず。 

-無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能びオフになっている 
-無線切り替えユーティリティび働いていない 

-内蔵 LAN びデバイスマネージャーで無効に設定されている、またはセットアップユーティリティの「詳細」メ 
ニューで 「 LAN 」 び r 無効」に設定されている 

■ 無線接続無効ユーティ U ティのメニュー 

画面ち下のタスクトレイの無線接続無効ユーテイリティアイコンをクリックすると、次の 
よラなメニューび表示されまず。 


LAN ケーブル監視：オン 

無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能をオンにします。 （ LAN ケーブ 
ルび接続されると、自動的に無線 LAN びオフになりまず。） 

LAN ケーブル監視：オフ 

無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能をオフにします。 （ LAN ケーブ 
ルの接続に関係なく、無線 LAN のオン/オフび巧能になります。） 

終マ 

無線接続無効ユーティリティを終了します。 （ LAN ケーブルの接続に関係な<、無線 LAN のオン/オフが可能になりま 
す。） 


* LAN ケーブル監視: 

オシ喧） 

LAN ケーカ腊視: 

オフ(り 

バージョン语報が 


が了が 
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<無線 LAN 内蔵モデルのみ> 


お願い 


• 無線 LAN を通じてパソコンに無断アクセスされないようにずるには 

無線 LAN をご使用になる前に、暗号化などのセキュリティ設定を行ラことをおずずめしまず。設定をしないと、共 
有ファイルなど八ードディスク上のデータにお断でアクセスされる危険性びありまず。 


お知らせ 


• 通信は無線 LAN アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさびな 
いで < ださい。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使ってユーザーを切り替えた後、無線 LAN び使えな<なる 
場合びありまず。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• 無線 LAN を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで r 無線 LAN 」 を 
「有効」（工場出荷時の設定）に設定してください。 （今77ぺーシ） 

• タブレットモードで画面回輯ツールを使っているとを、無線通信び一時的に巧げ5れる 
場合びありまず。 



■ 無線 LAN をオン/オフずる 

今55ぺーシ r 無線機器をオン/オフずる」 


■ 無線 LAN の通信状態を確認ずる 

今57ぺージ r 無線切り曾えユーティリティアイコン」 
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本機のネットワークの設定 


1 無線スイッチをスライドし、無線 LAN をオンにする。 （今55ぺージ） 

2 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」（^または[^)をク 
リックする。 

• I ザ ) I をクリックして[ワイヤレスネットワーク接続の状態]画面び表ちされた場合は、[ワイヤレスネットワーク 
の表を]をクリックして < ださい。 

3 アクセスポイントに接続する。 

• 無線 LAN アクセスポイントに接続でさるかどラか、次の操作で確認でさまず。 

詳しくは、無線 LAN アクセスポイントに付属の説明書をご覧ください。 

① 無線 LAN アクセスポイントの電源を入れて設定ずる。 



無線 LAN の規格 IEEE 802.1 1 a (5 GHz の無線 LAN ) を使って匡かで通信を行うことは、電波法で禁止されていまず。無線 
スイッチを入にして本機を屋外で使用ずる場合は、あ5かじめ IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 


1 コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンする。 

制限ユーザーでは、 IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えることはでさません。 

コンピューターの管理者の権限で IEEE 802.1 1 a の有効/無効を切り替えると、制限ユーザーも同じ設定になります。 


2 画面ち下のタスクトレイの1の^1または^9^をクリックする。 

3 [802.11 a 無効]または [802.11 a 有効]をクリックする。 


お知らせ 


• 無線切り曾えユーティリティアイコン または^) は、 IEEE 802.1 1 a の設定ではなく、無線 LAN のオン/才 
フ状態を示しています。 

• パソコンび IEEE 802.11 b/g アクセスポイントに接続されているときに、 IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、一 
時的に通信び途切れることびあります。 


















無線 LAN 機能 


す BACK 62 NEXT 卡 


• [デバイスマネージャ ] でも IEEE 802.1 1 a 設定を変更することびできます。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]-[システム]-[八ードウエア]-[デバイスマ 
ネージャ ] をクリックする。 

③ [ネットワークアダプタ]- [ Intel ( R ) Wireless WiFi Link 4965 AG ] をダブルクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックし、[プ□パティ]の[ワイヤレスモード]をクリックする。 

④ [値]の[デフォルト値使用]か5チ王ックマークを外し、設定（悼〇 2 . 113 および 8 〇 2 . 11 9]など）を選択する。 

⑤ [0 K ] をクリックずる。 

無線切り替えユーティリティのポップアップウィンドウで IEEE 802.1 1 a を有効または無効にすると、[デバイスマ 
ネージャ]の設定により下記のよラに切り替わります。 


デバイスマネージャの設定 

無線切り曾えユーティリティの設定 

IEEE 802.1 1 a び有効のとき 

IEEE 802.1 1 a び無効のとき 

[802.11 a 、802.11 b 、 802.11 g ] 
[802.11 b および802.11 g ] 

a + b + g び有効 

b + g び有効 

[802.11 g のみ] 

[802.11 a および802.11 g ] 

a + g び有効 

g び有効 

[802.11 a のみ] 

[802.11 b のみ] 

a び有効 

b び有効 


本機に暗号化を設定する 


1 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」（3り]または巧^)をちク 
リックして、[利用できるワイヤレスネットワークの表/〒、]をクリックする。 

2 [ワイヤレスネットワーク接続]の阀連したタスク]か 5 [優先ネットワークの順位の変更]をク 
リックする。 

3 [f 憂巧ネットワーク]か 5 無もち LAN アクセスポイントのネットワーク名をクリックし、[プ□パ 
ティ ] をクリックする。 

4 無線 LAN アクセスポイントに設定した内容に従って暗号化などを設定する。 

5 [0K] をクリックする。 
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FREESPOT で使う 


FREESPOT とは、無線 LAN でインターネットにアクセスできる環境を開放し、誰でもメールやインターネットを利用で 
さるエリア- サービスの ことです。 

FREESPOT を利用ずるためには、無線 LAN の設定を FREESPOT 用に設定する必要びあります。本機では 、 FREESPOT 
を簡単に利用でさるよラあ5かじめ FREESPOT 用の設定び登録されていまず。 

FREESPOT の設定場所や設定方法については、 http :// www . freespot . com / をご覧ください。 


お願い 


• FREESPOT の設定場所に移動し、電波を受信でさる環境で設定してください。 

• 「ワイヤレスネットワーク接続のプ□パティ」画面の[ワイヤレスネットワーク]の[プ□パティ]では、[キーは自動的 
に提供される]のチェックマークを外し、[データの暗号化]、[ネットワーク認証]は設定しないでください。 

• 匡かで FREESPOT を利用ずる場 S ま、 IEEE 802.1 1 a を無効に設定してください。 （461ぺージ） 


1 FREESPOT の設定を選択する。 

① 画面ち下のタスクトレイの「ワイヤレスネットワーク接続アイコン」 （[^ W | または^! S ) をちクリックして、 
[ネットワーク接続を開く]をクリックずる。 

感 [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、メニューか5[プ□パティ]をクリックして選び、[ワイヤレス 
ネットワーク]をクリックずる。 

③ [ Windows でワイヤレスネットワークの設定を構成する]をクリックして、チェックマークを付ける。 

④ [ワイヤレスネットワークの表示]をクリックし、[ワイヤレスネットワークの選択]の中から [ FREESPOT ] をク 
リックする。 

⑤ [接続]をクリックする。 


2 画面ち下のタスクトレイの r ネットセレクターアイコン」 ジ I をちクリックしてネットセレク 
ターの メニューを表示させ、 [ FREESPOT ] をク U ックする。 


お知5せ 


• [ FREESPOT ] をクリックすると、自動的に Windows ファイアウォールび有効になります。 
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無線 LAN Wake Up 機能を使う 


無線 LAN Wake Up 機能を有効/無効にずる 


無線 LAN 経由でネットワークサーバーか5アクセスすると、パソコンびスタンバイ状態や休止状態か5自動的にリジュ ー 
ムします。（工場出巧時には、無効に設定されています。） 

1 [スター ト]-[コント□-ルパネル]-[パフ ォー マンスとメンテナンス]-[システム]- [ハード 
ウェア]-[デバイスマネージャ] をクリックし、 [ネッ トワーク アダプタ]- [ Intel ( R ) Wireless 
WiFi Link 4965 AG ] を夕’ブルクリックし、[電源の管理]をクリックする。 

2 [電力の節約のために、コンピュータでこのデバイスの電源をオフにできるようにずる]と[この 
デバイスで、コンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにする]にチェックマークを付 
け（機能を有効にずる場合）/がし（機能を無効にずる場合)、 [0 K ] をクリックする。 


お願い 


• 無線 LAN Wake Up 機能び有効に設定されていてち、無線障害やパソコンび無線 LAN アクセスポイントの通信範囲外 
に移動したなど原因で、短時間でち無線接続び切断されると、無線 LAN Wake Up 機能は無効に切り替わりまず。 
無線 LAN Wake Up 機能は、無線スイッチを切にしても （今 55 ベー ジ)、 無効に切り替わりまず。 

• 無線 LAN Wake Up 機能び有効に設定されていると、スタンバイ•休止状態のときに、無線 LAN/Bluetooth 状態表ち 
ランプび点なしまず。これは無線 LAN び使用でをることを表しており、必ずしも無線 LAN び通信状態というわけで 
はありません。 


お知5せ 


• ネットワーク上の別のパソコンび意図せずアクセスをすると、パソコンびリジュームずることびあります。 

次の手順で、意図しないアクセスによるリジュームを防ぐことびでさまず。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフ ォー マンスとメンテナンス]-[システム]- [八ー ドウ ェア]- [デバイス 
マネージャ]をク U ックし、[ネットワークアダプタ]- [ Intel ( R ) Wireless WiFi Link 4965 AG ] をダブルク U ック 
し、[電源の管理]をクリックずる。 

③ [管理ステーシヨンでのみ、コンピュータのスタンバイ状態を解除でさるよラにする]にチェックマークを付け、 
[0 K ] をクリックする。 
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• 無線スイッチび入で、無線 LAN Wake Up 機能び有効に設定されていると、スタンバイまたは休止状態でも電力は消 
費されます。 

• ad hoc モードでは、無線 LAN Wake Up 機能は働きません。 


Bluetooth 機能 ホ BACK 66 NEXT ホ 

<Bluetooth 内蔵モデルのみ > 

ケーブルを接続しないで、インターネットや他の Bluetooth 機器にアクセスすることができます。 


お知らせ 


• 通信は Bluetooth アンテナ （ A ) を通じて行われまず。手や体などでアンテナ部をふさ 
びないで < ださい。 

• 電子レンジの近<では通信速度び遅<なりまず。 

• Bluetooth を使うには、セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 

「 Bluetooth 」 を「有細（工場出荷時の設定）に設定してください。 （今77ぺージ） 



■ Bluetooth をオン/オフずる。 

今55ページ r 無線機器をオン/オフずる」 

■ Bluetooth の通信げ態を確認ずる 

み57ぺージ r 無線切り曾えユーティリティアイコン」 

■ オンラインマニュアルにアクセスずる 


① [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Bluetooth ] -[ユーザーズガイド]をクリックする。 
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自宅や会社、出張先など、いろいろな場所でネットワークに接続ずる場合、本機にインス!ルされているネットセレク 
ターび 便利です。 

■ ネットセレクターはこんなときに使う 

• ネットワークの接続方法を頻繁に切り替える 

例えば、自宅では ADSL 会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使っている場合でも、ネットワークの設定（ネット 
ワークプリンターを含む）を簡単に切り替え5れます。 

• プ□バイダーやアクセスポイントなどの接続先を頻繁に切り替える 

例えば、プ□バイダーは1つだび、出張びをくてその都度アクセスポイントを選択する場合でち、簡単にアクセスポイ 
ントの選択びでさます。 

■ ネットセレクターででさること 


ダイヤルアップ 

• ダイヤルアップ登録したインターネット接続設定などびネットセレクターの画面か5使えます。 

ネットワーク 

• 会社などで使われているネットワークの設定を9件まで登録ずることびでさます。 

• 現在使用中の設定内容をそのまま登録することびでさます。 

• 通常使ラプリンターに設定されているプリンターち、そのまま登録することびでさます。 

• ネットセレクターの画面か5ネットワークの設定や登録ちでさます。 

接続方法 

• LAN 、 無線 LAN’ 1 、LAN +無線 LAN ’ 1 の3種類か5選ぶことびでをます。 


無線 LAN 内蔵モデルのみ 
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ネットワークへの接続方法や接続先を切り替える 


あ5かじめ、モデム、 LAN または無線 LAN ’ 2 など、ネットワークに接続できる設定にしておいてくださし、 


2 


ネットセレクターを表示する。 


画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 



をクリックずる。 


• ネットワーク関係の情報を収集するのに時間びかかり、ネットセレクターの起動び遅くなることびありまず。 
• パソコンを起動した後、初めてネットセレクターを起動した場合は、「ネットワーク設定」の画面び表示され 
ます。2回目 L ソ降は、前回使用していた画面（[接続方法]または[ネットワーク設定])び表ちされます。 


[接続方法]または[ネットワーク設定]をクリックする。 


3 接続アイテムをクリックし、 ^ をクリックする。 

4 インターネットやメール、ネットワークなどを利用する。 

• ダイヤルアップ接続を切断ずるとさは 


① 画面ち下のタスクトレイの 


② [接続方法]画面のメニューボタンか5 
無線 LAN 内蔵モデルのみ 


をクリックする。 

をクリックする。 


囚 


お知らせ 


• 全機能を利用できるのは 、 Internet Explorer 5. 5/6.0 、 Outlook Express 5.5/6.0 に限ります。 

• Internet Explorer や Outlook Express でダイヤルアップ接続の既定値を変更した場合は、その設定び有効になります。 
• ネットセレクターのウィンドウサイズを変更ずることはでさません。 

• Outlook Express の[ツール]-[アカウント]-[メール]-[プ□パティ ] をクリックし、腊続]のにのアカウントには次の 
接続を使用する]にチェックマークを付けている場合は、その接続び有効になりまず。 
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•コンピューターの管理者の権限じ(かで □ グオンした場合 
. [ネットワーク設定]画面は表示されません。 

• [接続方法]画面： 

-ドメインの設定を行っていない場合、ダイヤルアップ接続の既定の接続アイテムを切り替えることはでさ 
ません。 

く無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

• [ LAN ] と[無線 LAN ] を続一して [ LAN ] と表をされます。 [ LAN ] と[無線 LAN ] を切り替えることはできま 
せん。また、 LAN の機器名は表示されません。 


ネットワークへの接続設定を登録する 


会社では LAN 、 出張先では別の LAN を使うなど、ネットワークの接続ち法を頻繁に切り替える必要びある場合、各ネット 
ワークの接続方法をネットセレクターに登録しておくことびでさまず。 

登録しておけば、接続アイテムを選ぶだけで設定び切り曾わりまず。 

■ 現在の設定を登録ずる 

い.-巧 

1 画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 1 iJ をクリックし、[ネットワーク 
設定] -0- [現在の設定を登録する]をクリックずる。 

• または、画面ち下のタスクトレイの r ネットセレクターアイコン」 fcj をちクリックし、[現在の設定を登録 
する]をクリックする。 

じ(降は、画面の指をに従って操作してください。 

■ 新しい設定で登録ずる 

に端 

1 画面ち下のタスクトレイの「ネットセレクターアイコン」 Hi をクリックし、[ネットワーク 

設定] -0- [入力した設定を登録する]をクリックする。 

じ I 降は、画面の指示に従って操作してください。 
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お知らせ 


• モデムによるダイヤルアップの場合、 Windows で新しい接続を追加すれば、ネットセレクターで接続先を切り替え 
ることびでさまず。 

• ネットワークへの接続設定の登録/変更/削除は、コンピューターの管理ちの権限で□グオンして行ってください。 
• ネットセレクターに登録される設定内容はじ(下のとおりです。 

• IP アドレス 

• DNS ァ K レス 

• WINS アドレス 
•ゲートウエイ 

• □-カルエリアネットワーク （ LAN ) の設定 
- LAN および無線 LAN ’ 3 の有効/無効 

-通常使ラプリンターの設定 

• Windows ファイアウォールの状態 
-通常使ラ接続の設定 

• ネットワーク設定には、ネットワークに関する高度な知識び必要でず。 Windows のネットワークに関する用語や意 
味を十分理解したラえで本機能を使用してください。 


無線 LAN 内蔵モデルのみ 
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A - ドディスクドライブの取り付け/取り外し 


八ードディスク内の重要なデータの流出を防ぐために、八ードディスクドライブを取りかすことびでさます。 


お願い 


• 重要なデータは、八ードディスクドライブを取り外す前に必ずバックアップを取っておいてください。 

• 修理その他の目的で、別のパソコン上で八ードディスクのデータを読み込む必要びある場合は、八ードディスクド 
ライブを取りかず前に、セットアップ ユー ティリティの「セキュリティ」 メニ ューで「八ードディスク保護」を 
「無効」に設定してください （478ぺー ジ）。 

• 八ードディスクドライブは衝撃に非常に弱いため、取り付け/取り外しを行ラ際には十分に注意してください。ま 
た、静電気によって内部の部品び故障ずる可能性びありまず。 


1 パソコンの電源を切り、 AC アダプターを取りがす。 

• スタン/レ r 機能や休止状態機能は使わないでください。 

2 バッテリーパックを取りがす （■^30ぺー ジ)。 

3 ハードディスクドライブを取り付ける/取りがす。 

• 取りかずには 

① ラッチ （ A ) をち側にスライドして、カバーの□ックをかず。 

② ラッチ （ A ) を巧し下げて、カバーを開ける。 



③ 八ードディスクドライブのタブ （ B ) を引いて、ス□ットか5取り出ず。 
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• 取り付けるには 

① ス□ットの奥までしっか0と八ードディスクドライブを挿入する。 


③カ チッと音びずるまでカバーを閉じ、ラッチ （ C ) をスライドして 
力八'一を□ックずる。 


4 バッテリーパックを取り付ける （今30ぺージ )。 



お願い 


• パソコンを持ち運ぶ際に八ードディスクドライブび落ちないよラ、ラッチび正しく□ックされていることを確認し 
て < ださい。 


お知らせ 


• 八ードディスクドライブを取り外す前に、データを消去ずることびでさます。（二『取扱説明書』 「 A - ドディスク 
の内容をすべて消去する」） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューで、八ードディスクび認識されているかどラか確認でをまず 
(今74ぺー ジ）。 ハードディスクび認識されていない場合は、パソコンの電源を切って、再度取り付けてください。 
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パソコンの動作環境の設定（パスワード設定、起動ドライブの選択など）をすることびできまず。 


を起動する 


1 パソコンの電源を入れる、または再起動する。 

2 パソコンの起動後ずぐ、 [ Panasonic ] 起動画面が表示されている間に每を数回巧ず。 

「パスワードを入力してください」び表ちされた5、パスワードを入力してください。 

スーパーバイザーパスワードで、セットアップユーティ U 子ィホ旺副した户キ 

■セットアップユーティリティのずべての項目び設定でをまず。 

ユーザーパスワードで、セットアップユーティ U ティを旺副した户キ 
• 次のよラになりまず。 

-「詳細」および「起動」メニューでは、すべての項目の設定を変更でさません。 

-「セキュリティ」メニューでは、「ユーザーパスワード保護」び r 保護しない」に設定されている場合に、 
ユーザーパスワードのみ変更でさます。ユーザーパスワードを削除することはでさません。 

-「終了」メニューでは、「デフォルト設定」と「八ードディスクリカバリー/消去」を選ぶことはできませ 
Aj 。 

• F さ （デフォルトの設定）は使えません。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


吕語 （ Language ) 

Enalish 

日本語 （ Japanese ) 

機種品ま 

パソコン情報懐更で 

製造番号 

さません） 

CPU タイプ 


CPU スピード 


BIOS 


電源 コント □ ー ラ ー 


メモリーサイズ 


使用可能メモリー 


八ードディスク 


累積使用時間 
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下織; 

t 工場出荷時の設定です。 

システム時間 

[ xx : xx : xx ] 

• 24時間制でず。 


- Tah で力ーソルの移動びでさます。 


システム日付 

[ xxxx / xx / xx ] 

. 年/月/曰 


- Tah で力ーソルの移動びでさます。 


フラットパッド 

無効 


有効 

タッチノ ネルモード 

タッチパネル 

-タッチパネル内蔵モデルのみ 

タブレット 


自動 

Fn / 左 Ctrl キー 

標準 

-内部キーボードの Fn と Ctrl (左側）の機能を入れ換えるかどうかを設定します。 

入れ換え 

ディスプレイ 

外部ディスプレイ 

- Windows び起動するまでの表を先を設定します。外部ディスプレイを接続していないときは、 

内部 LCD 

r 外部ディスプレイ」を選んでいてち、すべての情報び内部 LCD に表ちされます。 


環境 

常温 


ちご日 
巧/皿 


自動 

現在の状態 

バッテリーの状態に 

-「環境」び「自動」に設定されているとさのみ表をされます。 

よって、「常温」ま 


たは「高温」のどち 


5かび表ちされま 


す。 
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下線は工場出荷時の設定です。 


Core Multi-Processing 

無効 

有効 

Intel ( R ) Virtualization lechnology 

無効 


有効 

► シリアルポート設定 

ヴブメニュー表ち’1 

• シリアルポート A / B と GPS を設定します。 


モデム 

無効 

-モデム内蔵モデルのみ 

有効 

LAN 

無効 


有効 


「シ U アルポート設定」を選択したときにまおされるサブメニユー 


シリアルポート A 

無効 

有効 

自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

-「シリアルポート A 」 び「有効」に設定されているとさのみ設定でさます。 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

シリアルポート B 

無効 

-設定を変更する必要はありません。 

有効 

自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

-設定を変更する必要はありません。 

2 F 8/ IRQ 3 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 

GPS 

無効 

• GPS 内蔵モデルのみ 

有効 

自動 

I/O IRQ 

3 F 8/ IRQ 4 

• GPS 内蔵モデルのみ 

2 F 8/ IRQ 3 

- 「 GPS 」 び「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

3 E 8/ IRQ 11 

2 E 8/ IRQ 10 
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Power On by LAN 機能 

- 「 LAN 」 が「有効」に設定されているときのみ設定できます。 

•「Power On by LAN 機能」を使うには、[デバイスマネージャ]でも設定が必要です。 （ 

) 

禁止 

許可 

無線 LAN 

• 無線 LAN 内蔵モデルのみ 

無効 

有効 

Bluetooth 

• Bluetooth 内蔵モデルのみ 

無効 

有効 

無線スイッチ 

無効 

有効 

PC 力ードス□ット 

無効 

有効 

ExpressCard ス□ット 

• スマートカード非内蔵モデルのみ 

無効 

有効 

スマートカード 

• スマートカードス□ット内蔵モデルのみ 

無効 

有効 

SD ス□ット 

無効 

有効 

IEEE 1394 ポート 

無効 

有効 

USB ポート 

無効 

有効 

ポート U プ U ケーター USB ポート 
-設定を変更する必要はありません。 

無効 

有効 

レガシー USB 

- 「 USB ポート」または「ポートリプリケータ ー USB ポート」び「有効」に設定されているとき 
のみ設定でさます。 

無効 

有効 
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下織3 

t 工場出荷時の設定です。 

データ実行防止機能 

無効 

-「有効」にずると、ハードウエアデータ実行防止 （ DEP ) 機能び有効になります。 

有効 

起動時のパスワード 

無効 


有効 

SD による起動 

禁止 

- r 起動時のパスワード」び r 有効」に設定されており、かつ1枚！; Lb の SD 力ードび登録されて 


いるとさのみ設定でさます。 

許巧 

SD のセット方法 

セットしたまま 

•に D による起動」び「許可」に設定されているときのみ設定できまず。 

セットして巧く 

► 登録された SD の解除 

サブメニュー表示 

• SD 力ードび1枚 ULh 登録されているときのみ設定でをまず。 


► スーパーバイザーパスワード設定 

サブメニュー表示 

Setup Utility 表示 

無効 

• 「無効」にすると、 [ Panasonic ] 起動画面に [Press F 2 for Setup / F 12 for LAN ] というメッセージ 

有効 

び表示されません。ただし、メッセージび表示されなくてち F 2 と FI 2 は働きます。 


Boot First Menu 

無効 


有効 

八ードディスク保護 

無効 

-スーパーバイザーパスワードび設定されているとさのみ設定でさます。 

有効 

ユーザーパスワード保護 

保護しない 


保護ずる 

►ユーザーパスワード設定 

サブメニュー表ち 

-スーパーバイザーパスワードび設定されているとさのみ設定でさます。 


►内蔵セキュリティ （ TPM ) 設定 

サブメニュー表示 

•セキュリティチップ （ TPM ) 内蔵モデルのみ 


►Computrace ( R ) 設定 

サブメニュー表示 

-設定を変更しないでください。 
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起動順位： 

1 : USB FDD:* *2 

2: Hard Disk : xxxxxxxxxx 

3: USB CDD : 

4: PCI LAN : xxxxxxxxxx 
5: 

6 : 

7: 

8 : 

起動対象外： 

USB KEY : 

USB HDD : 

USB LS 120: 

つパナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ（別売り： CF - VFDU 03 U ) 

>3 「起動対象夕+」の機器か 5 は起動でさません。 

■ 起動順位を変更ずるには 

順位を上げる：ろと5で機器を選択して we を巧ず。 

順位を下げる：主と5で機器を選択してを巧ず。 _ _ 

「起動対象か」か5 r 起動順位」へ、またはその逆に機器を移ず：丕と5で機器を選択し、 X を巧ず。 
初期設定に戻ず：1を巧ず。 


だ知らせ 


• 工場出荷時の起動順位は rUSB FDDJ ^ 「Hard Disk 」 ^ 「 USBCDD」 ^ 「PCI LAN 」 です。 

• 次の機器か 5 起動ずるには、下記の設定をして<ださい。 

起動する機器 必要な設定 

• USB 接続機器 ： 「 USB ポート」と「レガシ ー USB 」 を「有効」にする。 （今77ぺ ージ） 

• LAN : 「 LAN 」 を「有効」にずる。 （今76ぺージ） 

• パソコン起動時に、起動する機器を選択ずることもできます。 [ Panason 句起動画面び表ちされた5すぐに、 励 を 
巧してください。 r 起動時のメニュー」び表おされ、機器を選択ずることびでさます。 r 起動時のメニュー」は、「セ 
キュリティ」メニューの 「Boot First Menu 」 び「有効」に設定されているときのみ表示されます （今78ぺー ジ)。 
「起動」メニューで設定を変更すると、それにとちない r 起動時のメニュー」ち変更されまず。 
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設定を保存して終了 

設定内容を保巧して終了ずる 

設定を保存しないで終了 

設定内容を保存せずに終了ずる 

デフオルト設定 

工場出荷時の設定に戻ず 

設定を戻す 

変更前の設定に戻す 

設定を保存する 

設定内容を保をする 

八ードディスク U カバリ ー/消去 

J \- ドディスクの内容を工場出荷時の設定に戻す、または 
消去する 

• 実行ずる前に、『取扱説明書』の「再インストールする 
( A - ドディスクリカバリー)」または「ハードディスク 
の内容をすべて消去ずる」をお読みください。 
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画面の項目表示を拡大する 


文字やアイコン、タイトルバー、マウスカーソルなどを拡大表ちでさます。 


お願い 


• ディスプレイの解像度を 1024 x 768 ドット未満に設定ずると、フオントサイズ拡大ツールは起動しません。 


お知らせ 


• 拡大表をすると、メニューの一部や画面上の項目の一部び隠れて見えな<なることびあります。その場合は、カー 
ソルをメニュー上に移動させてポップアップを表ちさせたり、画面をスク□-ルするなどの機能を使って、隠れた 
項目を表示させてください。 

• フォントサイズ拡大設定は 、 Internet Explorer 上で表をされる Web ぺージの文字や 、 Outlook Express 上の電子メール 
の文字にち影響します。ただし、 Web ページや電子メールの文字の中には、拡大表ちされないちのちあります。 


準備 

フオントサイズ拡大ツールを使用する前に、ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了してください。 


2 

3 


[スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] -[フオントサイズ 
拡大]をクリックする。 

サイズを選択する。 

[0K] をクリックする。 

設定したサイズで画面び表示されまず。 


特大のサイズ 
大きいサイズ 
通常のサイズ 


1 バ 11 
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画面の一部を拡大することびでをます。 


ズームビューァーを起動する 


ブ [スタート]- [すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ズームビユー 
アー] をク U ックする。 

2 [0 K ] をクリックする。 

• 画面ち下のタスクトレイ に^び 表示されます。 




ズームビューアーを使う 


1 画面上のぉ大したぃ部分に力ーソルを合わせる。 


2 


3 


亟を押したままちクリックする。 

• カーソルを合わせた部分び}広大されまず。 


•。国 をダブルク U ックずる か、^ をちクリックし [ 表おする]をクリックしても拡大でをます。 


拡大表示ウィンドウ （ A ) をドラッグして、拡大表示される部分を 
動かず。 

• 拡大表示ウィンドウを非表示にするには、 國 （非表おボタン） （ B ) をクリック 
する。または、拡大表示ウィンドウの一部をクリックずるか、瓦 it を巧したま 
まちクリックしてください。 

• 拡大表示ウィンドウのサイズを変更するには、ち下の隅 （ C ) をドラッグして 
<ださい。 

拡大/縮ルでさるサイズの範囲は、画面の解像度により異なりまず。 


I ensurcn 


consumable p 
' log conditi, I 
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お知らせ 


• 拡大表をウインドウの中のテキストや画像は、 J 広大表をされた瞬間（例：が1を巧したままちクリックした瞬間）の 
ちのになりまず。元の画面で変更した内容を拡大表ちウインドウに反映ずるには、 } 広大表をウインドウをクリック 
して < ださい。 

• アプリケーシヨンソフトによっては、ズームビューアーび働かない場合びありまず。 


■ Excel のセルの文字を拡大表示するには 

拡大表示ウインドウの中央にあるセルの文字を、テキスト表おウインドウ （ A ) に大さく表 
をすることびでさます。 


① 画面ち下のタスクトレイ の^をち クリックする。 

感 [ Excel テキスト表ち]にチェックマークを付ける。 

• 工場出荷時はチェックマークび付いています。 

• チェックマークをかすと、テキスト表ちウインドウは表示されません。 


お知らせ 


，イルの巧*ち）まモ M 巧ん®き巧り）ツ-ルのデイがかンドの 

! d 巧 S 垃 1*^ 二 - .♦ S •を I 化回ご MS 



A 


ま示する0 

(« Excel ザ年スト表。 ( が 

* 2ほ姑;乂也） 

3ほが;スの 


設定を) 


"ージョン’ち抓が 


が了を) 


• 次の場合、テキスト表示ウインドウは表ちされません。 

• お使いの Excel び、 Microsoft ® Excel 2000 / Microsoft ® Excel 2002 / Microsoft ® Office Excel 2003よりも前のバー 
ジョンの場合 

(上記よりち前のバージョンには対応していません。） 

-セルじ1外（テキストボックス、コメント、グラフなど）の文字の場合 
-印刷プレビュー画面の場合 

-テンプレートを使用してファイルを新規作成し、そのファイルを保存していない状態（保存ずるとテキスト表示 
ウインドウび表ちされまず。） 

• 複数のウインドウで、同じ名前のファイルを開いているとをは、テキスト表おウインドウび表ちされない場合びあ 
りまず。また、ファイルによってもテキスト表おウインドウび表示されない場合びあります。 
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• テキスト表をウインドウで表示される文字は、 1 番手前に表示されている Excel ファイル（選択されている Excel ファ 
イル）の}広大表示ウインドウの中央にあるセルの文字でず。 

• セルか5はみ出した文字上に力ーソルびあった場合は、テキスト表ちウインドウは表示されません。はみ出した文 
字び格納されているセル上に力ーソル（拡大表おウインドウの中央部分）を移動させてください。 


ズームビューアーを 設定する 


1 画面ち下のタスクトレイの n をちクリックする。 

2 [設定]をクリックする。 

[表示/巧表示のシヨートカットキーの割り当て] 

• 外部マウス/フラットパッドを使用するとさ 
① [マウス/タッチパッド]をクリックする。 

③亞1、 を而巧 の中か！5組み合わせるキーをクリックし、チェックマー 
クを付ける。（複数キーの組み合わせび可能でず。例：丽+丽) 

③ [もクリック]またはにクリック]のいずれかのうち、上記の手順 ②で 選択した 
キーと組み合わせて使ラちのを選択して<ださい。 

• キーボードを使用するとさ 

① [キーボード]をクリックする。 

② エディットボックスをクリックし、シヨートカット用に使ラキーを巧ず。 

(例：亟+1、 C 1 R +亟+ Z など） 

[ウインドウデザイン] 

拡大表ちウィンドウの形を選択しまず。 

[自動起動] 

[スタートアップに登録ずる]にチェックマークを付けると、 Windows 起動時にズームビューアーび自動的に起動し 
ます。 


表示ずるの 

* Excel テキストま示く巨) 

ィ 2 f 音 お;入屯） 

3 巧が;大の 

〇 さ定を> ) 

バージョン‘芭沛が 

が了を） 


3 


[ OK ] をクリックする。 
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本機は 、 DMI (Desktop Management Interface ) の規格に準拠しています。 DMI ビューアー使って、 CPU やメモリー、本 
機がサポートしているシステムなどのパソコンの情報を確認でさます。 


2 


[スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [ DMI ビューア ー] 

をクリックする。 

DMI ビューアーの画面び表示されまず。 

詳細を表示するには、各項目をクリックしてください。 



■ 情報をテキストファイルで保存ずるには 

① 表示された項目を保存ずるとさ 

[ファイル]-[表示中のデータを保存…]をクリックずる。 

ずべての項目を巧巧ずるとを 

[ファイル]-[すべてのデータを保存…]をクリックずる。 

② フオルダーを選択し、ファイル名を入力して[保存]をクリックずる。 
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Recover Pro は 、 Phoenix Technologies Ltd . び開発した、データバックアップのためのアプリケーシヨンソフトです。バッ 
クアップには次の3つのタイプびありまず。 

-クイックバックアップ：更新したデータのバックアップを一定の間隔で行います。 

-ファイルバックアップ：ファイルの保を-変更時にファイルをバックアップします。 

-完全バックアップ：内蔵八ードディスクのすべてのデータをバックアップします。 

詳しくはソフトウエアのマニュアルをご覧ください。 （今87ぺ ージ） 


Recover Pro のインストール 


準備 

AC アダプターを接続してください。 

1 コンピューターの管理者の権限で Windows に□グオンする 

2 ずべてのアプリケーシヨンソフトを終了ずる。 

• アンチウイルスソフトを無効にしてください。 

3 [スタート]-[ファイル名を指定して実巧]をクリックし、 [ c :¥ util ¥ rcvpro ¥ setup . exe ] と入力し、 
[0 K ] をクリックする。 

画面の指をに従つて操作を行ラ。 

• パソコンを再起動ずると 、 Recover Pro び初期化を開始します。初期化中は、メッセージび表ちされるまで 
キーやスイッチに角虫れないで < ださい。 


お願い 


• バックアップデータは、おず内蔵八ードディスクに作成してください。内蔵八ードディスクじ I かのディスクやドラ 
イブは使わないでください。 

• ソフトウェア（セキュリティソフト、バックアップソフト、暗号化ソフト、ハードディスクにアクセスできるソフ 
卜など）の中には 、 Recover Pro と一緒に使用ずると正しく動作しないものびありまず。 

詳しくは下記ホームページ（英語のみ）をご覧ください。 

http :// www . phoenix . com / en / Customer + ServicesAA / hite + Papers - Specs / Recover + Pro / default.htm 

• Personal Secure Drive (詳しくはを)『内蔵セキュ U ティチップ （ TPM ) ご利用の手引き』をご覧ください）を使つ 
ている場合 、 Personal Secure Drive のファイルバックアップを行わないでください。 







FR 色 cover Pro 
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お知らせ 


• [すべて](標準インス! -- ル）を選択ずると、ハードディスクドライブの最大40%趴くックアップ領域として割り当 
て5れます。 

■バックアップ領域の作成後にサイズを変更することはでさません。 


■ マニュアルを見るには 

① [スタート]-[すべてのプ□グラム ]- [Phoenix Applications ] - [ Docs ] をクリックし、 [ UserGuides ] をダブルク 
リックする。 

② Recover Pro ユー ザーガイド、または Phoenix Always ユー ザーガイドのファイルをダブルクリックする。 





技術肩報 
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使用できる画面解像度 


下記の解像度のみ使用でさまず。他の解像度は選択しないで<ださい。 

• 800 x 600、1204 x 768、1280 x 768、1280 x 1024、 1440 x 900 ドット 


ネットワーク接続と通信ソフトウエアについて 


省電力機能は、通信ソフトウェアを終了してか5お使いください。 

• 通信ソフトウェアを使用中に省電力機能（スタンバイ機能や休止状態機能）び働くと、ネットワーク接続び切れたり、 
パフォーマンスび低下したりすることびありまず。その場合はパソコンを再起動してください。 

• ネットワーク環境でお使いのときは、[システムスタンバイ]と[システム休止状態]を[なし]に設定することをおすずめし 
ます。 

[ スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフォーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプシヨン]- [ 電源設定 ] をクリックし 
て < ださい。 


Windows 関連フアイルについて 


市販の Windows CD - ROM に収め！5れているファイルは、下記のフオルダーにインス I ルされています。 
<Windows XP Professional のみ > 

c :¥ windows ¥ docs 、 c :¥ windows ¥ dotnetfx 、 c :¥ windows ¥ i 38 目、 c :¥ windows ¥ support 、 c :¥ windows ¥ valuead 曰 
<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

c :¥ windows ¥ docs 、 c :¥ windows ¥ dotnetfx 、 c :¥ windows ¥ i 386、 c :¥ windows ¥ support 、 c :¥ windows ¥ valueadd 、 
c :¥ windows¥cmpnents 


シリアル機器について 


本機の COM ポートは、下記のよラに割り当て5れていまず。 

• COM 1 :シリア ルポー ト A 

• COM 2 :シリアルポート B (将来の拡張用です。） 

• COM 3 : GPS に PS 内蔵モデルのみ） 

設定を変更すると、シリアル機器び正常に動作しないことびありまず。 
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トラブルび発生した場合は、 LU 下の方法をお試しください。 LU 下の方法でも解ミ夫しない場合は、当社ご相談窓□にご相談 
ください。ソフトウェアに関する問題は、ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

-パソコンの使用状態を確認するには （今100ぺージ） 

■ 終了時 


Windows の終了または再起動がでさ 
ない。 

• USB 機器を取りかしてください。 

• 終了するまで1〜2分かかる場合びありまず。 


スタンバイ-休止状態機能 


スタンバイまたは休止状態に入ること 
びでさない。 

• USB 機器をいったん取りがしてください。それでも正しく動作しない場合は、 
パソコンを再起動してください。 

• スタンバイ-休止状態に入るまで1〜2分かかる場合びあります。 

• モデム経由で通信している場合、パソコンびスタンバイ状態に入5ないこと 
びあります。 

• リジューム直後はスタンバイ-休止状態には入りません。約1分お待ちくださ 
い。 

自動的にスタンバイまたは休止状態に 
入5ない。 

• 周辺機器を取りかして<ださい。 

• 無線機器を使わない場合は、無線機器の電源を切ってください （今55ペー 
ン')。 

• 八ードディスクに定期的にアクセスずるソフトウエアを使っていないか確認 
して < ださい。 

パソコンび U ジユームしない。 

• 電源スイッチを4秒 L ソ上スライドさせると、パソコンび強制終了し、リジュ ー 
ムしません。その場合、保存されていないデータはずべて失われまず。 

• パソコンびスタンバイ状態のとをに、 AC アダプターとバッテリーパックを取 
りかしませんでしたか？スタンバイ中に電力の供給びなくなると、保をされ 
ていないデータは失われ、パソコンはリジュームしません。 

• バッテリー残量びありません。スタンバイまたは休止状態でち電力は消費さ 
れます。 
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サウンド 


音び聞こえない。 

• な+面または FS + F ちを巧してミュートを解除してください。 

• パソコンを再起動してください。 

音び乱れる。 

• FS とのキーの組み合わせによる操作をすると、音び乱れることびありまず。 
再生をいったん停止し、再生し直してください。 

Eg + Ei または ES + El で音量を変更 
でさない。 

• Windows のサウンド機能を有効に設定してください。サウンド機能び働いて 
いないと、^ び表ちされてち音量は変化しません。 


■キーポード 


日本語び入力でをない。 

•半ち/をち を巧して日本語入カモードにしてください。 

数字しか入力でさない。 

• NumLK ランプ回の点な中は、キーボードびテンキーモードになっています。 
Mumlk を巧して解除してください。 

大文字しか入力でさない。 

• Caps Lock ランプ面の点口中は、キーボードび大文字入カモードになってい 
ます。 Shift+Caps Lock を巧して解除してください。 

特殊文字化、る、？など）や記号び入 
力でさない。 

• 文字コード表を使ってください。[スタート]-[すべてのプ□グラムト[アクセヴ 
U ]-[ システムツール]- [ 文字コード表]をクリックしてください。 

タブレットモードでキーボードを使ラ 
ことがでさない。 

<Windows XP Professional のみ > 

• ソフトウェアキーボードを使ってください。 （今 10 ぺージ） 

<Windows XP Tablet PC Edition のみ > 

• Tablet PC 入力! 巧、ルを使ってください。（詳しくは Windows のヘルプをご覧く 
ださい。） 


画お回転 


ラップトップモードとタフレットモー 
ドを切り曾えたとさ、画面が自動的に 
回転しない。 

• それぞれのモードの標準角度を正しく設定してください。 （今 14 ページ） 

• ユーザーの簡易切り替え機能でユーザーの切り替え処理び終わるまでは、 

モードを切 0 替えないで< ださい。 

画面を回転でさない。 

• 起動中のアプリケーションソフトをすべて閉じてください。 

フラットパッドやタッチパネル（タッ 
チパネル内蔵モデルのみ）の操作と画 
面の回転角度び合わない。 

• Windows を起動した直樹ま、操作と画面の回輯角度は合いません。 

• アプリケーションによっては操作と画面の回転角度は合いません。また、[画 
面のプ□パ了ィ]や Intel ® GMA Driver for Mobile で画面鼓定を変更した場合 
ち、操作と画面の回転角度は合いません。 
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ネツトワーク 


ネットワークに接続でさない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 LAN 」 または 「 LAN 」 と 
「モデム」を「有効」に設定してください。 （今76ぺージ） 

パソコンの MAC アドレスび確認でさ 
ない。 

• 次の手順を行って < ださい。 

① [スタート]-[ずべてのプ□グラム]-[アクセサリ]-[コマンドプ□ンプト] 

をクリックずる。 

③ fipconfig / alll と入力し Enter を押す。 

⑤ 有線 LAN または無線 LAN (無線 LAN 内蔵モデルのみ）の 、 [Physical 
Address ] と表示された行の12けたの英数字をメモする。 

④ [ exit ] と入力し Enter を巧す。 


無線通信（無線 LAN / Bluetooth 内蔵モデ J レのみ) 


ネットワークに接続でさない。 

• 無線スイッチをスライドし、無線機器をオンにしてください。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 r 無線 LAN 」 / 
「 Bluetooth 」 を「有効」に設定してください。 （今77ぺージ） 

• 無線接続無効ユーティリティの 「 LAN ケーブル監視」機能をオフにしてくだ 
さい。 

• パソコンを再起動してください。 
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■ 無線通信（無線 LAN / Bluetooth 内蔵モデルのみ) 


無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 

アクセスポイントと通信できない。 


無線 LAN の電源を入れた直後、または IEEE 802.1 1 a を有効にした直樹ま、アク 
セスポイントび検出されません。 L ソ下の手順で検出してください。 

① 画面ち下のタスクトレイの I ち"] またはち i をちクリックずる。 

⑤ 斤リ用でさるワイヤレスネットワークの表を]をクリックして、[ネット 
ワークの一覧を最新の情報に更新]をクリックする。 

-ワイヤレスネットワーク接続 

① 画面ち下のタスクトレイの ザ または 巧^ をもクリックして、 

[ネットワーク接続を開く]をクリックする。 

② r ネットワーク接続」画面の[ワイヤレスネットワーク接続]をちクリッ 
クして、[無効にずる]び表をされていることを確認する。 

[有効にずる]び表おされている場合は、無線 LAN び無効です。[有効に 
する]をクリックしてください。 

-ワイヤレスオン 

① r ネットワーク接続」画面を開く让記「ワイヤレスネットワーク接 
続」の手順 ①)。 

感 [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パティ]-[全般] 

-[構成]-[詳細設定]をク U ックずる。 

③ [ワイヤレスオン]と表ちされていることを確認する。 

[ワイヤレスオフ]と表をされている場合は、[ワイヤレスオフ]をクリッ 
クし、[ワイヤレスオン]をクリックしてください。 





困ったときの Q&A (詳細編) 


A BACK 93 NEXT み 


■ 無線通信（無線 LAN / Bluetooth 内蔵モデルのみ) 


無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 

アクセスポイントと通信できない。 
(つづさ） 


• パソコンどうしび、直接通信を行う方式 （ad hoc モード）になっていないか 
確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今92ぺージ 「ワイヤレスネットワー 
ク接続」 の手順 ①)。 

③ [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックして、[プ□パティ ]- [ワイ 
ヤレスネットワーク]をクリックする。 

③ [詳細設定]をクリックする。 

④ [コンピュータ相互 （ad hoc ) のネットワークのみ]び選択されている場 
合は、[利用可能なネットワーク（アクセスポイント優先） ] をクリック 
する。 

• 「ワイヤレスネットワークの選択」画面で、接続ずるアクセスポイントのち側 
に「オンデマンド」または「手動」と表ちされている場合は、アクセスポイ 
ントをクリックして、[接続]をクリックしてください。 

自動接続するには、下記の手順に従ってください。 

-「オンデマンド」と表おされている場合： 

アクセスポイントび通信範囲内にあっても、自動で接続しないよラに設定さ 
れていまず。自動接続ずるには L ソ下の設定を行って<ださい。 

① 「関連したタスク」にある r 優先ネットワークの順位の変更」をクリッ 
クする。 

⑤ 「優先ネットワーク」か5接続ずるアクセスポイントをクリックし、[プ 
□パティ ] をクリックずる。 

③ [接続]をクリックする。 

④ 「自動接続」の[このネットワークび範囲内にあるとを接続ずる]に 
チェックマークを付け、 [0 K ] をクリックする。 

次回か5は自動接続されまず。 

•[手動]と表ちされている場合： 

前回、接続中のアクセスポイントを切断したため、手動接続になっていま 
す。一度接続し直ずと、次回か5は自動で接続されます。 
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■ 無線通信（無線 LAN / Bluetooth 内蔵モデルのみ) 


無線 LAN のアクセスポイントび検出 
されない。 

アクセスポイントと通信できない。 
(つづさ） 

• 画面ち下のタスクトレイにまたは fe ll び表ちされている場合は、下記の 
手順を行ってください。 

-び表示されているときは、 IP アドレスなどび正しく取得できなかった 

可能性びあります。ち么をク U ックし、 [ ヴポート]をクリックして [ 修復]を 
ク IJ ックしてください。 

上記を行ってち5^^び表示される場合は、ネットワークのを設定を確認して 
<ださい。 

-が表示されている場合は、接続中です。そのまましば5くお待ちくださ 

い。 

の表示び長く続く場合、下記の手順を行ってください。 

① ^ をクリックし、[ワイヤレスネットワークの表示]をクリックずる。 

感 接続するアクセスポイントをクリックし、[切断]をクリックする、 

③ 再度、接続するアクセスポイントをクリックし、[接続]をクリックず 

• ネットワーク接続の画面にネットワークブリッジび作成されていませんか？ 
ネットワークブリッジを使用しない場合は削除してください。 

無線 LAN のアクセスポイントとの通 
信び切れる。 

• IEEE 802 .1 X 規格の認証システムを採用していないネットワーク環境の場合 
は、下記の手順に従って、 [ このネットワークで IEEE 802.1 X を有効にする] 

にチェックマークび付いていないことを確認してください。 

① 「ネットワーク接続」画面を開く （今92ぺージ 「ワイヤレスネットワー 
ク接続」 の手順 ①)。 

③ [ワイヤレスネットワーク接続]をちクリックし、[プ□パティ ]- [ワイヤ 
レスネットワーク]をクリックする。 

③ [優先ネットワーク]か5接続ずるネットワーク名をクリックし、 

[プ□パティ ] をクリックずる。 

④ [認証]をクリックし、[このネットワークで IEEE 802 .1 X 認証を有効にず 
る]にチェックマークび付いていないことを確認ずる。 

無線 LAN の接続び切れる。 

• (今97ぺージ r 周辺機器を接続ずる」の 「 LAN の通信速度び極端に遅くな 
る。」） 
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■ 周辺機器を接続ずる 


ドライバーのインス1ル中にエラー 
が発生す る。 

• 力ードや周辺機器のドライバーをインス!ルする場合は、 0 S に対応してい 
ることをご確認ください。未巧応のドライバーを使用ずると、誤動作につな 
びる場合びあります。ドライバーについては、周辺機器の製造元にお問い合 
わせ < ださい。 

周辺機器び動作しない。 

• ドライバーをインス!ルしてください。 

• 機器の製造元にお問い合わせください。 

• スタンバイ•休止状態か5リジュームした後、マウスやモデム、 PC 力ードな 
どび正しく動作しないことがあります。その場合はパソコンを再起動ずるか、 
機器を再度な]期化してください。 

• デバイスマネージャで！が表示される場合は、機器をおさ挿ししてください。 

それでち正しく動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

• 機器の中には、パソコンび取り付け/取りかしを認識しなかったり、正常に 
動作しなかったりするものびあります。次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[コント□-ルパネル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- 
[システム]-[八ードウェア]-[デバイスマネージャ ] をクリックする。 

② 該当の機器を選択し、[電源の管理]の[電力の節約のために、コン 
ピュータでこのデバイスの電源をオフにでをるよラにずる]のチェック 
マークをがす。（この項目びない場合ちありまず。） 

接続しているマウスび動作しない。 

• マウスの接続を確認してください。 

• マウスに対応ずるドライバーをインス1ルしてください。 

それでもマウスび動作しない場合は、セットアップユーティリティの「メイ 
ン」メニューで、「フラットパッド」を「無効」にしてください。 （今75ペー 
シ） 

USB フ□ッピーディスクドライブび、 
起動ドライブとして動作しない。 

• パナソニック製 USB フ□ッピーディスクドライブ （ CF - VFDU 03 U ) (別売り） 
のみお使いいただけます。 

• フ□ッピーディスクドライブを、直接パソコンの USB ポートに接続してくだ 
さい。 USB 八ブなどの USB ポートを経由して接続しないでください。パソコ 
ンの USB ポートにすでに接続している場合は、別の USB ポートに接続して 
みて < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、 rusB ポート」と「レガ 
シ ー USB 」 を「有効」に設定してください。 （今77ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「起動」メニューで、 rUSBFDD 」 を r 起動順 
位」の一番上に上げてください。 （今79ベー ジ） 

• パソコンの電源を切り、 USB フ□ッピーディスクドライブを接続後、パソコ 
ンを再起動してください。 
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■ 周辺機器を接続ずる 


RAM モジュールび認識されない。 

• RAM モジュールを正しく取り付けてください。 

• 仕様に合った RAM モジュールをお使いください。 （今44ぺージ） 

• セットアップユーティリティの「情報」メニューをご確認ください （今74 
へー ゾ)。 RAM モジュールび認識されていない場合は、パソコンの電源を切 
り、取り付け直してください。 

割り込み要求 （ IRQ )、 I / O ポートアド 
レスなどのアドレスマップびねか5な 
い。 

• 現在のアドレスマップを確認するには、[スタート]-[コント□-ルパネル]-[パ 
フォーマンスとメンテナンス]- [ システムい[八ードウエア]- [ デバイスマ 
ネージャい[表示]- [ リソース（種類別）]をクリックしてください。 

シリアルコネクターに接続している機 
器び動作しない。 

• 接続を確認してください。 

• 機器のドライバーは働いていますか？詳し<は機器の取扱説明書をご覧くだ 
さい。 

• 同時に2個のマウスを使わないでください。 

• セットアップユーティリティの「メイン」メニューで、「フラットパッド」を 
「無効」に設定してください。 （今75ページ） 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、[シ U アルポート設定]ヴ 
ブメニューの「シリアルポート A 」 または「シリアルポート B 」 を「自動」に 
設定してください。 （今76ベー ジ） 

• 使用できる I / O と IRQ は、機器により異なります。動作しないときは、セット 
アップユーティリティの「詳細」メニューで、シリアルポート A の「 I / O 」と 
「 IRQ 」 の設定を変更してみてください。 

印刷でさない。 

• プリンターの接続を確認してください。 

• プリンターの電源を入れてください。 

• プ U ンターはオンラインになっていまずか？ 

• 用紙びなかったり、つまったりしていませんか？ 

• プリンターの電源を入れてパソコンに接続後、パソコンを再起動してくださ 
し)。 
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■ 周辺機器を接続ずる 


LAN の通信速度び極端に遅くなる。 
PC カードを経由したデータ通信び正 
常に動作しない （ IEEE 1394 を使って 
DV カメラに書さ出す場合に動画び乱 
れるなど）。 


これ5の問題は、 CPU の省電力機能によって、パフオーマンスび低下するた 
めに起きる場合びありまず。コンピューターの管理ちの権限で Windows に □ 
グオン後、次の操作を行ってください。 

① [スタート]-[ファイル名を指定して実行]をクリックし、 

[ c :¥ uW ¥ cpupower ¥ Setup . exe ] と入力して [ OK ] をクリックする。 

画面の指示に従って<ださい。 

③ [スタート]-[ずべてのプ□グラム]- [ Panason 句-に PU 省電力設定]をク 
リックする。 

③ [パフオーマンス優先]をクリックし [ OK ] をクリックして、[はい]をク 
リックする。 

パソコンび再起動します。 

• それでち問題び解ミ夫しない場合は、 [ スタート]-[コント□-ルパネ 
ル]-[パフオーマンスとメンテナンス]- [ 電源オプシヨン]-[電源 
設定]をクリックし、[電源設定]の[常にオン]をクリックし、 [0 K ] 
をクリックしてください。 

-この操作は、 CPU の省電力機能び原因で発生する現象には効果びあります 
び、その他の原因による現象には効果びありません（例：ビデオ再生など、 
CPU に高い負荷びかかりノイズび発生する場合など)。 

-この操作を行ラと、バッテリーでの駆動時間びを少短<なりまず。通常は、 
[ CPU 省電力設定]を [バッ テリー優先 （Windows XP 標準） ] に、また[電 
源オプシ ヨン] の [ 電源設定]を [ ポータブル/ラップ トップ] に戻しておく 
ことをおすすめしまず。 


■ フラットパッド/タッチパネル（タッチパネル內蔵モデルのみ）/デジタイザー（デ 
ジタイザー内蔵モデルのみ） 


カーソルび動かない。 

• か部マウスを正しく接続してください。 

• キーボードを操作してパソコンを再起動して<ださい。 

風 U の順に巧し、 S で[再起動]を選んでください。） 

• キーボードで操作でさない場合は、 r 応答びない」をご覧ください。 （今99 
ペー ン） 

フラットパッドを使って入力でさな 
い。 

• セットアップユーテイリテイの「メイン」メニューで「フラットパッド」を 
「有効」に設定してください。 （今75ぺージ） 

• マウスドライ八‘一の種類によっては、フラットパッドび使えないことびあり 
ます。詳し<はマウスの取扱説明書をご覧<ださい。 
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フラットパッド/タッチパネル（タッチパネル内蔵モデルのみ）/デジタイザー（デ 
ジタイザー内蔵モデルのみ） 


付属のスタイラスペン/ペンで正しい 
位置を指定でさない。 

<タッチネル内蔵モデルのみ> 

• タッチパネルの補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 （今7ぺージ） 

<デジタイザー内蔵モデルのみ> 

• デジタイザーの補正（キヤリブレーシヨン）を実行してください。 （今8ぺ一 
ジ） 


■ PC カード/エクスプレスカード 


力ードが使えない。 

• カードは正しく挿入されていますか？ 

• 規格にあった力ードをお使いください。 

• 力ードまたはその他の機器のドライバーをインス!ルした後、パソコンを 
再起動して < ださい。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで 「 PC 力ードス□ット」と 
「 ExpressCard ス□ット」を「有効」に設定してください。 （今77ベー ジ） 

• 力ードの取扱説明書をご覧になるか、力ードの製造元にお問い合わせくださ 
し)。 

• 力ードを挿入し直してください。 （今32ぺ ーシ） 

• 0 S に巧応したドライバーをお使いください。 


SD メモリーカード 


SD メモリーカードが使えない。 

• セットアップユーティリティの「詳細」メニューで、に D ス□ット」を「有 
効」に設定してください。 （今77ぺージ） 

SD メモリーカードによるセキユリ 
ティ機能が使えない。 

• SD メモリーカードの設定を行ってください。 （今38ぺージ） 

SD メモ U - 力ードを使って Windows 
に□グオンでさない。 

• SD メモリーカードに設定されているユーザー名とパスワードび正しくありま 
せん。正しいユーザー名とパスワードを入力し 、 SD メモリーカードを使わず 
に Windows に□グオンしてください。 rSD 力ード設定」で正しいユーザー名 
とパスワードを設定してください。 （今38ぺージ） 
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■ ユーザーの簡易切り替え機能 


アプリケーションソフトなどび正しく 
動作しない。 

• ユーザーの簡易切り替え機能を使用して別のユーザーに切り替えると、 LU 下 
のよラな問題び起さる場合びありまず。 

-アプリケーシヨンソフトび正しく動作しない。 

- FS とのキーの組み合わせび動作しない。 

-画面の設定びでをない。 

-シリアルマウスび動作しない。 

• < 無線 LAN 内蔵モデルのみ> 

無線 LAN び使えない。 

このよラな場合は、ユーザーの簡易切り替え機能を使わずにすべてのユー 
ザーを□グオフした後、再度□グオンして操作してください。それでち正し 
く動作しない場合は、パソコンを再起動してください。 

■ その他 

応答びない。 

• Ctii + Shifl + Esc を巧してタスクマネージヤを起動し、応答のないアプリ 
ケーションソフトを終了してください。 

• 入力待ち画面（起動時のパスワード入力画面など）び別のウィンドウで隠れ 
ていませんか？ Alt + Tab で表示されている画面を確認してください。 

• 電源スイッチを 4 秒 LU 上スライドしてパソコンの電源を切った後、再度電源を 
入れ、アプリケーションソフトを起動してください。それでち正常に動作し 
ない場合は、下記のメニユーでそのアプリケーションソフトをいったん削除 
してか 5 再度インス 1 ルしてください。 

[ スタート]-[コント□-ルパネル]- [ プ□グラムの追加と削除] 
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パソコンの使用状態を確認する 


PC 情報ビューアーを使ラと、パソコンの使用状態を確認ずることびでをます。ご相談窓□にお問い合わせの際の情報とし 
て必要になる場合びありまず。 


お知らせ 


• 本機では、八ードディスクドライブの管理情報（通電時間、通電回数、内部温度、交替セクター数等）び八ード 
ディスク内に定期的に記録されます。記録されるデータ量は、1回あたり最大750バイトです。これ5の情報は、万 
び一、八ードディスクび故障したとさの原因を推定するためにのみ使用ずるちので、本情報をネットワーク経由で 
か部に発信したり、目的じ I 州こ使用したりずることはありません。この機能を無効にずるには、 PC 情報ビユーアー 
の [ A - ドディスク使用状況]の[管理情報の履歴を自動的に記録する機能を無効にずる]のチェックボックスにチェッ 
クマークを付けて [ OK ] をクリックしてください。 

• コンピユーターの管理者の権限で□グオンしないと、一部 r 未検出」と表示される情報びありまず。 

• 実行中は、 PC 情報ビューアーの画面は、常に手前に表をされまず。 


1 [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビューア ー]- [PC 情報ビューア ー] 
をクリックずる。 

2 項目をクリックして、その項目の詳細情報を表示する。 

■ 情報をテキストファイルで保巧ずる 

① 保巧したい情報を表ちする。 

② [保巧]をクリックする。 

③ ファイル保巧ずる範囲を選択し、 [ OK ] をクリックずる。 

④ 情報を保をするフォルダーを選択し、ファイル名を入力して[保を]をクリックする。 

• [管理情報の履歴を自動的に記録ずる機能を無効にする]にチェックマークび付いていない場合、[すべての情報を保存 
する]を選ぶと、記録済みの八ードディスクドライブの管理情報ち保存されまず。 

■ 画面のコピーを画像ファイルに保存ずる 

① 保巧したい画面を表示する。 

② た1^ +历 i + F ^ を押ず。 

③ メッセージび表ちされた5 [ OK ] をクリックずる。 

「マイドキュメント」フォルダーに画面の画像ファイルび保巧されます。 

• 次の操作で保をすることちでさまず。 

[ スタート]- [ すべてのプ□グラム]- [ Panasonic ] - [PC 情報ビューア ー]-[ 画面コピ ー] をクリックする。 
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お知らせ 


• 画像は256色のビットマップファイルでず。 

• 拡張デスクトップモード （A47 ぺージ） を使用しているとさは、プライマリーデバイス側に表をしている画面び保 
巧されます。 

• 工場出荷時は、コピーするキーの組み合わせはた ifl+ 瓦 R+Fe になっています。次の手順で変更ずることちでさま 
す。 

① コンピューターの管理ちの権限で Windows に□グオンずる。 

② [スタート]-[すべてのプ□グラム]- [Panasonic] - [PC 情報ビューアー ] をクリックする。 

③ [画面コピ ー] をちクリックし、[プ□パティ ]- [シヨートカッ h をクリックする。 

④ [シヨー トカットキー]をクリックし、 シヨー トカットに使ラキーを巧す。 

⑤ [OK] をクリックする。 
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• Microsoft とその□ゴ、 Windows、Windows □ゴは、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

• Intel 、 Core 、 Viiv 、 Centrino、PROSet は、米国 Intel Corporation の商標または登録商標です。 


• SDHC □ゴは商標です。 


• Adobe、Adobe □ゴ 、 Adobe Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

• PhoenixBIOS、Phoenix Always、Recover Pro は 、 Phoenix Technologies Ltd . の商標または登録商標です。 

• PS /2® は International Business Machines Corporation の登録商標です。 

- 目 luetooth™ は、その権利者が所有している商標であり、松下電器産業株式会社はライセンスに基づさ使用しています。 
- Panasonic は、松下電器産業株式会社の登録商標です。 

•本書に記載の製品名、ブランド名などは、各社の商標または登録商標です。 
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